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札
幌
農
学
校
と
明
治
社
会
主
義

北大百年の諸問題

札
幌
農
学
校
が
設
立
さ
れ
て
以
来
、
北
海
道
帝
国
大
学
と
し
て
日
本
の

学
校
教
育
体
系
の
中
に
安
定
し
た
位
置
を
確
保
し
て
後
に
い
た
る
ま
で
、

学
生
の
中
に
は
常
に
、
そ
の
時
の
農
学
校
・
大
学
の
現
実
に
あ
き
た
ら
ぬ

雰
囲
気
が
動
い
て
い
た
。
そ
の
中
心
に
は
、
少
数
で
あ
っ
た
が
、
か
な
り

自
覚
的
な
、
学
校
や
社
会
の
現
状
に
対
し
て
批
判
的
な
人
々
が
い
た
。
彼

ら
の
中
の
あ
る
者
は
、
特
に
札
幌
農
学
校
の
位
置
が
不
安
定
な
時
期
に

は
、
農
学
校
で
の
教
育
課
程
を
中
途
で
や
め
て
他
の
学
校
に
転
じ
る
者
が

少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
う
で
な
い
者
の
場
合
も
卒
業
後
は
、
農
学
校
・
大

学
の
設
立
の
意
図
や
大
方
の
教
師
た
ち
の
期
待
か
ら
は
ず
れ
あ
る
い
は
そ

れ
に
そ
む
く
、
職
業
や
活
動
分
野
に
進
む
者
が
い
た
。
彼
ら
は
在
学
中
は

学
生
の
中
の
少
数
者
で
あ
っ
た
。
卒
業
後
は
、
そ
の
時
代
の
成
功
へ
の
道

を
歩
ま
ず
、
母
校
や
同
窓
生
か
ら
も
忘
れ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ

れ
ぞ
れ
が
進
ん
だ
分
野
で
の
働
き
に
よ
っ
て
そ
の
道
の
友
や
同
志
に
記
憶

さ
れ
る
人
々
の
場
合
に
も
、
彼
ら
が
札
幌
農
学
校
や
北
海
道
帝
国
大
学
の

松

沢

弘

陽

出
身
で
あ
る
こ
と
が
意
外
に
思
わ
れ
る
こ
と
が
稀
で
は
な
か
っ
た
。
彼
ら

は
こ
の
よ
う
に
、
忘
れ
ら
れ
が
ち
な
少
数
者
で
あ
っ
た
。
し
か
し
彼
ら
は
、

そ
の
時
代
の
学
生
の
間
に
ひ
ろ
が
っ
た
批
判
的
な
雰
囲
気
の
凝
集
体
と
も

い
う
べ
き
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
彼
ら
の
歩
み
を
た
ど
る
こ
と

は
、
文
書
に
現
わ
さ
れ
た
学
校
の
公
的
制
度
か
ら
は
と
ら
え
き
れ
な
い
、

学
生
の
思
想
的
社
会
的
な
動
き
を
、
一
つ
の
は
っ
き
り
し
た
角
度
か
ら
照

し
出
す
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
小
論
で
は
、
札
幌
農
学
校
か
ら
東
北
帝

国
大
学
農
科
大
学
の
初
期
に
か
け
て
の
、
学
生
の
聞
に
現
わ
れ
た
社
会
的

関
心
の
め
ざ
め
と
そ
の
時
代
の
社
会
主
義
へ
の
接
近
を
概
観
し
た
い
。

札
幌
農
学
校
卒
業
生
た
ち
は
、
最
初
か
ら
開
拓
使
の
学
校
創
設
の
意
図

を
は
み
出
し
た
さ
ま
、
ざ
ま
の
分
野
に
進
出
し
、
札
幌
農
学
校
か
ら
の
い
わ
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ゆ
る
「
変
り
種
」
の
続
出
現
象
は
、
早
く
か
ら
注
目
さ
れ
る
所
と
な
っ
て

い
た
。
キ
リ
ス
ト
教
の
も
と
に
集
っ
た
一
・
二
期
生
の
蔭
に
し
ば
し
ば
見

失
わ
れ
が
ち
だ
が
、
農
学
校
の
学
生
の
聞
に
は
、
そ
の
時
代
の
「
書
生
」

に
共
通
す
る
、
天
下
国
家
を
論
じ
て
気
焔
を
上
げ
る
政
治
的
情
熱
が
強
く

脈
打
っ
て
い
た
。
在
学
中
か
ら
自
由
民
権
運
動
に
心
を
寄
せ
、
卒
業
後
自

由
党
に
投
じ
よ
う
と
し
て
果
さ
な
か
っ
た
志
賀
重
昂
は
そ
の
筆
頭
で
あ
っ

た
。
四
期
生
の
志
賀
・
菊
地
熊
太
郎
、
五
期
生
の
今
外
三
郎
が
知
識
人
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
集
団
政
教
社
を
組
織
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

が
、
そ
の
後
の
政
治
青
年
型
の
学
生
は
、
労
働
問
題
や
社
会
主
義
に
向
う

よ
う
に
な
る
。
六
期
生
柳
内
義
之
進
や
予
科
第
一

O
期
(
一
八
九
六
年
)

卒
業
の
西
川
光
二
郎
ら
が
そ
れ
で
あ
る
。
札
幌
農
学
校
卒
業
生
に
つ
い
て

の
、
志
賀
重
田
町
の
列
伝
風
の
回
想
は
、
藩
閥
寡
頭
制
|
|
薩
摩
閥
が
支
配

す
る
開
拓
使
|
|
に
作
ら
れ
た
農
学
校
か
ら
、
そ
れ
に
対
す
る
反
逆
者
が

生
れ
る
姿
を
よ
く
と
ら
え
て
い
る
。

柳
内
義
之
進
氏
、
石
狩
国
首
別
村
の
人
:
:
:
謙
譲
寡
言
、
苦
学
励

精
、
仙
骨
を
以
て
知
ら
る
:
:
:
氏
や
藩
閥
政
府
に
依
り
て
厚
く
和
洋

両
装
の
服
を
衣
せ
ら
れ
、
藩
閥
政
府
に
依
り
て
日
夕
洋
餐
を
供
せ
ら

れ
、
藩
閥
政
府
の
浴
に
泳
し
、
藩
閥
政
府
の
薪
に
依
り
て
援
を
取

り
、
此
の
如
く
す
る
こ
と
四
周
年
、
出
づ
る
や
趣
ち
藩
閥
政
府
に
反
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対
し
、
演
説
場
裡
薩
摩
薯
を
懐
よ
り
出
し
以
て
溶
閥
政
府
を
痛
撃

す
、
彼
れ
寛
に
一
奇
物
、
亦
た
以
て
酒
タ
た
る
曲
学
の
徒
を
断
死
せ

し
む
る
に
足
る
(
矧
川
生
「
十
年
前
録
公
一
)
」
『
亜
細
亜
』
二
の

一
、
一
八
九
三
年
二
月
一
日
〉

文
中
の
薩
摩
薯
云
々
は
、
こ
う
い
う
も
の
を
速
や
か
に
道
外
に
放
逐
せ

よ
と
、
演
壇
か
ら
床
に
薩
摩
薯
を
た
た
き
つ
け
て
、
開
拓
使
を
牛
耳
る
薩

摩
官
僚
を
批
判
し
た
と
い
う
、
当
時
よ
く
知
ら
れ
た
ら
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
指
す
よ
う
で
あ
る
。

柳
内
義
之
進
(
一
八
六
六
l
一
九
四
四
年
)
。
一
八
七
九
年
(
明
治
一

一
一
)
予
科
入
学
、
一
八
八
三
年
本
科
進
学
、
一
八
八
七
年
卒
業
。
農
学
校

一
・
二
期
生
と
と
も
に
一
八
八
二
年
の
札
幌
基
督
教
会
(
後
の
札
幌
独
立

基
督
教
会
〉
創
立
に
加
わ
っ
た
キ
リ
ス
ト
者
で
あ
り
、
農
学
校
キ
リ
ス
ト

者
学
生
グ
ル
ー
プ
の
一
人
だ
っ
た
(
た
だ
し
、
一
入
九
一
年
同
教
会
を
除

名
さ
れ
た
〉
が
、
同
時
に
早
く
か
ら
政
治
や
社
会
問
題
へ
の
関
心
が
強
か

っ
た
。
学
生
時
代
に
す
で
に
へ
ン
リ
・
ジ
ョ
ー
ジ
の
『
進
歩
と
貧
困
』
を

読
ん
だ
(
柳
内
「
日
本
最
初
の
労
働
運
動
」
『
五
大
洲
』
一
九
二

O
年
九

月
〉
と
い
う
し
、
学
生
団
体
開
識
社
の
現
在
部
分
的
に
残
る
記
録
か
ら

も
、
卒
業
の
年
に
「
政
事
改
良
論
」
「
比
較
法
学
概
論
」
と
い
っ
た
演
説
を

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
学
内
ば
か
り
で
な
く
学
外
に
出
て
、
劇
場
大

黒
座
で
政
談
演
説
を
聞
い
て
、
農
学
校
の
教
授
た
ち
を
驚
か
せ
た
と
い
う

話
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
ハ
ム
ム
生
「
本
校
関
係
者
と
文
筆
の
技
」

『
文
武

会
会
報
』
五

O
号
二
九

O
七
年
三
月
)
。

一
八
八
七
年
(
明
治
二

O
)
七

月
七
日
、
三
人
の
同
級
生
と
と
も
に
行
っ
た
英
語
卒
業
演
説
の
題
は
「
北
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海
道
問
題
」
(
英
語
原
題
を
は
じ
め
六
期
生
の
卒
業
演
説
に
関
す
る
資
料

は
、
現
存
の
農
学
校
史
料
の
中
に
は
残
さ
れ
て
い
な
い
〉
で
、
当
時
大
問

題
と
な
っ
て
い
た
外
国
人
の
内
地
雑
居
に
、
北
海
道
の
「
労
役
者
」
の
立

場
か
ら
反
対
す
る
も
の
だ
っ
た
ら
し
い
。
そ
れ
を
分
載
し
よ
う
と
し
た

『
北
海
新
聞
』
(
一
八
八
七
年
七
月
十
九
日
)
は
、
た
ち
ま
ち
北
海
道
庁

か
ら
発
行
停
止
処
分
を
受
け
た
。

こ
う
し
て
世
に
出
た
彼
は
、
当
時
の
政
治
青
年
の
多
く
と
同
じ
よ
う
に

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
職
を
求
め
た
。
一
八
八
八
年
(
明
治
一
一
一
〉
九
月

六
日
『
北
海
新
聞
』
の
後
身
『
北
海
道
毎
日
新
聞
』
に
入
社
、
か
た
わ
ら

札
幌
法
学
協
会
を
組
織
(
一
八
八
八
年
十
一
月
〉
し
た
り
、
盛
ん
に
政
談

演
説
を
行
っ
て
い
た
が
、
一
八
八
九
年
(
明
治
二
二
)
、
大
同
団
結
運
動
が

北
海
道
に
及
ん
で
来
る
と
、
そ
れ
に
批
判
的
な
『
北
海
道
毎
日
』
を
退

社
、
一
八
九
一
年
(
明
治
二
四
)
に
は
主
筆
と
し
て
雑
誌
『
北
海
時
論
』

を
創
刊
し
、
さ
ら
に
中
江
兆
民
を
主
筆
に
迎
え
た
『
北
門
新
報
』
に
入
社

す
る
が
、
翌
年
四
月
に
は
兆
民
の
退
社
と
前
後
し
て
退
社
し
北
海
道
を
去

っ
た
。
東
京
に
出
た
柳
内
は
、
東
洋
自
由
党
を
結
成
し
た
大
井
憲
太
郎
の

片
腕
と
し
て
機
関
誌
『
新
東
洋
』
に
主
筆
と
し
て
筆
を
執
り
、
普
通
選
挙

北大百年の諸問題

期
成
同
盟
会
や
日
本
労
働
協
会
の
役
員
と
な
り
二
時
『
万
朝
報
』
の
記
者

と
な
っ
た
後
再
び
大
日
本
労
働
協
会
や
同
協
会
の
機
関
誌
『
大
阪
週
報
』
、

小
作
条
令
期
成
同
盟
会
の
幹
部
と
し
て
、
初
期
労
働
・
社
会
問
題
の
世
界

に
華
々
し
く
登
場
し
た
。
し
か
も
、
運
動
は
い
ず
れ
も
短
命
で
、
ほ
ど
な

く
行
き
づ
ま
り
、
一
九

O
一
年
(
明
、
治
三
四
)
頃
に
は
大
井
と
挟
を
別
つ

や

ま

と

に
い
た
っ
た
。
こ
の
前
後
一
九

O
一
年
に
は
、
『
日
出
国
新
聞
』
編
集
主

任
と
な
り
、
ま
た
『
学
生
叢
書
』
と
題
す
る
学
生
向
け
の
シ
リ
ー
ズ
を
新

声
社
か
ら
刊
行
(
一
九

O
一
年
〉
し
、
翌
一
九

O
二
年
に
は
九
州
に
赴
い

た
。
宮
崎
の
『
日
州
独
立
新
聞
』
(
後
『
日
州
新
聞
』
)
・
『
鹿
児
島
実
業

新
聞
』
(
後
『
鹿
児
島
朝
日
新
聞
』
)
等
の
主
幹
と
な
り
、
ま
た
、
一
八

O

四
年
(
明
治
三
七
)
に
は
、
宮
崎
で
「
社
会
主
義
の
理
想
」
を
掲
げ
る

「
九
州
社
会
倶
楽
部
」
を
組
織
し
た
。
一
九
一
四
年
ハ
大
正
一
ニ
)
に
は
普

通
選
挙
期
成
同
盟
会
の
再
興
に
返
え
り
咲
き
、
翌
一
五
年
に
は
再
び
東
京

に
出
て
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
運
動
に
出
入
り
し
な
が
ら
、
『
五
大

洲
』
『
産
業
公
論
』
『
鉱
業
日
報
』
等
に
筆
を
執
り
、
一
九
一
八
年
(
大
正

七
)
に
は
、
雑
誌
『
改
造
』
創
刊
の
協
議
に
も
加
わ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に

浮
沈
を
重
ね
た
が
、
晩
年
は
不
遇
だ
っ
た
と
い
う
。
一
九
四
四
年
(
昭
和

一
九
u

一
月
十
三
日
没
。

一
八
九
一
年
(
明
治
二
四
)
三
月
、
六
年
余
の
ア
メ
リ
カ
・
ド
イ
ツ
留

学
を
終
え
て
、
母
校
に
帰
っ
た
新
渡
戸
稲
造
は
、
学
生
を
愛
し
て
や
ま
ぬ

熱
心
と
入
面
六
替
の
精
力
的
な
働
き
に
よ
っ
て
、
学
生
の
聞
の
雰
囲
気
を

大
き
く
変
え
る
に
い
た
っ
た
。
本
稿
の
テ
l
マ
に
関
係
す
る
だ
け
で
も
、
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本
科
で
は
農
政
学
・
植
民
学
等
を
教
え
、
一
八
九
四
年
(
明
治
二
七
)
卒

業
の
一
一
一
期
生
山
田
幸
太
郎
に
は
研
究
題
目
と
し
て
「
ソ
ー
シ
ャ
リ
ズ

ム
」
を
与
え
た
と
い
う
(
高
倉
新
一
郎
「
札
幌
農
学
校
教
授
新
渡
戸
稲
造

。
」
『
北
大
季
刊
』
七
号
、
一
九
五
五
年
一
月
。
た
だ
実
際
に
提
出
さ
れ

た
、
山
田
の
卒
業
論
文
の
題
は
「
家
畜
衛
生
論
」
で
あ
る
)
。
彼
は
農
業

経
済
学
専
攻
の
学
生
の
教
育
の
た
め
に
、
新
た
に
「
演
習
」
を
導
入
し
、

一
八
九
六
年
(
明
治
二
九
)
専
攻
学
生
の
聞
に
自
発
的
な
学
習
団
体
と
し

て
カ
メ
ラ
会
が
生
れ
た
。
J

予
科
で
も
英
語
と
倫
理
を
担
当
し
て
学
生
に
大

き
な
影
響
を
与
え
た
。
一
九
一

0
年
代
に
い
た
る
ま
で
、
本
稿
に
登
場
す

る
学
生
た
ち
の
聞
に
、
な
か
ば
伝
統
の
よ
う
に
読
み
つ
が
れ
て
ゆ
く
こ
と

に
な
っ
た
カ
I
ラ
イ
ル
の
め
白
三
司
、
河
内
向
白
三
宮
崎
が
始
め
て
講
じ
ら
れ
た

の
も
新
渡
戸
の
予
科
の
講
義
の
一
部
と
し
て
だ
っ
た
ら
し
い
。
新
渡
戸
の

講
義
は
学
生
の
心
を
ゆ
す
ぶ
っ
て
、
農
学
校
の
講
義
に
満
た
さ
れ
ぬ
も
の

を
感
じ
る
者
の
聞
に
、
彼
の
課
外
講
義
を
求
め
る
動
き
を
呼
び
起
し
、
彼

は
こ
れ
に
も
積
極
的
に
応
じ
た
。
例
え
ば
、
一
八
九
二
年
(
明
治
二
五
)

に
始
め
ら
れ
た
英
学
協
会
で
は
、
ヵ
l
ラ
イ
ル
の
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
史
』

を
講
じ
て
い
る
(
『
惹
林
』
五
号
、
一
八
九
三
年
四
月
)
し
、
一
八
九
五

年
(
明
治
二
八
)
に
は
、
本
科
一
年
生
有
志
の
、

「
本
科
学
生
が
余
り
に

物
質
的
に
傾
き
思
想
の
一
方
に
の
み
偏
せ
ん
こ
と
を
防
」
(
『
惹
林
』
一
八
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号
、
一
八
九
五
年
十
二
月
)
ぐ
た
め
に
哲
学
の
講
義
を
し
て
ほ
し
い
と
い

う
求
め
に
応
じ
、
歴
史
の
授
業
が
廃
止
さ
れ
た
の
に
不
満
を
抱
い
た
予
科

四
年
生
に
乞
わ
れ
て
、
英
学
協
会
の
講
義
と
い
う
形
で
歴
史
の
講
義
を
行

う
等
々
で
あ
る
ハ
『
恵
迫
寮
史
』
一
一
六
一
ペ
ー
ジ
)
。

彼
は
ま
た
、
学
生
の
自
主
的
な
学
習
と
親
睦
の
気
運
を
導
い
て
一
八
九

一
年
(
明
治
二
四
)
学
芸
会
を
組
織
さ
せ
て
、
白
か
ら
会
頭
と
な
り
、
翌

年
か
ら
の
機
関
誌
『
惹
林
』
刊
行
を
始
め
と
す
る
活
動
を
助
け
、
一
八
九

五
年
(
明
治
二
八
)
に
は
学
生
寄
宿
舎
の
初
代
舎
監
と
な
っ
て
自
治
を
説

く
と
い
っ
た
働
き
ぶ
り
で
あ
っ
た
。
日
曜
ご
と
の
、
家
庭
で
の
バ
イ
ブ

ル
・
ク
ラ
ス
に
つ
い
て
は
あ
ら
た
め
て
の
ベ
る
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

学
外
で
も
、
彼
は
多
く
の
分
野
に
開
拓
的
な
仕
事
を
始
め
た
。
札
幌
基

督
教
会
会
員
を
中
心
に
、
日
本
に
お
け
る
禁
酒
運
動
の
先
駆
と
し
て
生
れ

た
北
海
禁
酒
会
は
、
こ
の
こ
ろ
千
数
百
の
会
員
を
擁
し
て
活
発
に
活
動
し

て
い
た
が
、
新
渡
戸
は
、
一
八
九
三
年
秋
か
ら
こ
の
会
の
客
員
と
し
て
、

公
の
集
会
で
一
連
の
重
要
な
講
演
を
行
っ
た
。
同
年
九
月
・
十
月
「
救
貧

事
業
」
、
十
一
月
「
婦
人
が
慈
善
事
業
に
関
し
て
働
く
方
法
」
「
社
会
党
緒

論
」
(
以
上
、
同
会
機
関
誌
『
護
国
之
楯
』
四
九
号
、
一
八
九
三
年
十
二

月
に
、
記
載
。
一
八
九
六
年
八
月
に
は
、
札
幌
農
学
校
生
有
志
が
組
織
し

た
、
市
民
向
け
公
開
講
座
(
一
八
九
五
年
、
西
川
光
二
郎
・
星
野
純
、
進
ら

一
八
九
五
年
九
月
)
の
第
二
回

一
人
が
創
設
し
た
。
『
惹
林
』
一
七
号
、

夏
季
講
話
会
で
、
「
社
会
党
の
話
」
を
行
っ
た
ハ
『
第
二
回
夏
期
講
話
会
報

告
』
一
八
九
六
年
)
。
し
か
し
彼
の
学
外
に
お
け
る
社
会
的
事
業
と
し
て

最
大
の
も
の
は
、
何
と
い
っ
て
も
一
八
九
四
年
(
明
治
二
七
)
に
創
設
し
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た
遠
友
夜
学
校
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
規
模
こ
そ
小
さ
か
っ
た
が
、
日
本
の

都
市
化
が
生
み
落
し
た
「
下
層
社
会
」
へ
の
、
教
育
の
面
か
ら
の
援
助
と

し
て
先
駆
的
な
も
の
で
あ
り
、
大
学
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
と
し
て
も
、
一
九
二

三
年
創
設
の
東
京
帝
国
大
学
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
に
三

O
年
近
く
年
先
ん
じ
て

し
た
。教
授
新
渡
戸
が
こ
の
よ
う
な
情
熱
を
傾
け
た
多
様
な
活
動
は
、
学
生
の

心
を
ゆ
す
ぶ
り
、
彼
ら
の
視
野
を
広
げ
、
そ
し
て
、
彼
ら
の
間
に
穆
積
し

て
い
た
あ
る
種
の
空
気
を
解
き
放
ち
、
活
気
づ
け
た
よ
う
で
あ
る
。
農
学

校
が
提
供
す
る
講
義
に
あ
き
足
ら
ぬ
学
生
が
、
新
渡
戸
に
頼
ん
で
さ
ま
ざ

北大百年の諸問題

ま
な
課
外
の
自
主
講
義
を
組
織
し
た
事
情
に
つ
い
て
は
す
で
に
述
べ
た
。

学
芸
会
の
活
動
は
活
発
で
、
一
八
九
八
年
(
明
治
三
一
〉
に
は
森
広
ら
を

中
心
と
す
る
会
員
の
自
力
で
名
著
『
札
幌
農
学
校
』
を
世
に
送
る
ま
で
に

い
た
っ
た
。
休
眠
状
態
に
あ
っ
た
学
生
の
演
説
討
論
団
体
関
識
社
も
一
八

九
三
年
(
明
治
一
一
六
〉
秋
か
ら
活
動
を
再
開
し
た
。
新
渡
戸
舎
監
の
自
治

の
す
す
め
が
呼
び
水
と
な
っ
た
よ
う
に
、
学
生
寄
宿
舎
は
、
一
八
九
九
年

(
明
治
三
二
)
、
学
生
自
治
を
実
現
し
た
。
カ
メ
ラ
会
や
学
芸
会
は
、
「
擬

国
会
」
を
開
く
ま
で
に
な
っ
た
。
こ
の
前
後
の
『
学
芸
会
雑
誌
』
(
『
恵
林
』

の
後
身
)
の
寸
評
は
、
学
生
の
新
し
い
動
き
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。

O
日
課

を
繁
に
し
て
寸
閑
な
か
ら
し
め
風
儀
を
矯
め
ん
と
す
る

は
誤
て
り
北
海
大
学
生
各
見
識
あ
り
日
課
繁
閑
山
一
一
旦
関
せ
ん
:
・
・

:
O農

学

生
に
し
て
擬
国
会
を
開
く
学
生
野
心
の
存
す
る
所
を
知
る
べ
し

世
に
頼
母
敷
は
札
幌
農
学
校
学
生
・
:
・
・
・

0
・
・
:
・
・
法
律
は
処
世
の
要
具

寧
ろ
無
用
学
課
を
廃
し
て
之
を
学
科
に
加
よ

O
将
来
出
身
の
農
学

生
大
農
場
主
大
実
業
家
大
学
者
と
な
る
べ
き
は
勿
論
と
雄
大
政
治
家

と
な
る
も
亦
妨
げ
、
ざ
る
な
り

O
動
物
や
る
べ
し
植
物
や
る
べ
し
是

れ
学
生
中
の
大
動
物
学
者
大
植
物
学
者
た
ら
ん
人
に
是
非
共
慾
葱
せ

ざ
る
可
ら
ず

O
学
校
は
斯
の
如
く
各
方
面
に
向
て
大
の
字
附
の
大

人
物
を
出
さ
し
む
る
べ
き
也
況
や
北
海
大
学
札
幌
農
学
校
に
於
や

O

訟
に
於
て
学
課
を
改
造
し
各
専
門
学
の
専
攻
に
便
利
な
ら
し
む
る

は
所
謂
学
校
行
政
者
の
親
切
な
る
も
の
に
非
ず
や
」
(
圏
点
は
原
文
〉

(
二
四
号
、
一
八
九
七
年
十
二
月
)
。

義
百
姓
学
校
に
御
座
候
篠
国
政
を
料
理
す
る
の
人
才
は

@
其
校

差
出
す
に
及
ば
ず
候
と
官
辺
の
御
沙
汰
あ
り
し
を
関
、
ず
④
今
の

科
一
二
年
級
経
済
を
志
願
す
る
も
の
各
十
数
名
を
下
ら
ず
学
校
若
し

ヨ
ノ
マ
イ
ズ

是
を
節
減
せ
ん
か
経
世
の
才
を
殺
す
也
(
二
二
号
、
一
八
九
七
年
四 本

月
、.../

農
学
校
に
対
す
る
国
の
政
策
や
、
学
校
当
局
の
学
生
に
対
す
る
教
育
・

生
活
指
導
に
対
す
る
批
判
の
空
気
も
ま
た
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
視
野
を
拡
げ
ら
れ
広
い
世
界
へ
の
関
心
を
呼
び
起
さ
れ
た

学
生
た
ち
の
聞
に
は
、
あ
た
か
も
日
木
に
起
り
つ
つ
あ
っ
た
社
会
問
題
や

社
会
主
義
に
眼
を
向
け
る
者
が
現
わ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
動
き
は
、
あ
る

場
合
に
は
札
幌
農
学
校
を
去
っ
て
東
京
に
出
、
他
の
学
校
に
転
じ
る
と
い



札幌農学校と明治社会主義

う
形
を
と
っ
た
。
一
八
九
二
年
(
明
治
二
五
)
予
科
に
入
っ
て
、
新
渡
戸

教
授
の
『
フ
ラ
ン
ス
草
命
史
』
講
義
も
聞
い
た
児
玉
信
雄
(
伝
入
と
も
言

っ
た
が
、
『
札
幌
農
学
校
一
覧
』
等
に
は
信
雄
と
あ
る
)
は
一
八
九
四
年

に
は
東
京
専
門
学
校
文
科
に
転
じ
た
。
そ
れ
と
入
れ
か
わ
り
に
予
科
四
年

に
転
入
し
た
西
川
光
二
郎
は
、
社
会
主
義
を
口
に
す
る
二
、
三
の
学
生

(
l
lお
そ
ら
く
予
科
生
〉
を
通
じ
て
社
会
主
義
を
知
り
、
と
も
に
社
会

主
義
に
つ
い
て
研
究
す
る
よ
う
に
な
り
(
後
に
の
ベ
る
、
社
会
派
学
生
の

中
心
蛎
崎
知
次
郎
と
は
こ
の
頃
親
し
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
西
川
の
雑
誌

『
自
働
道
話
』
二
三
三
号
、
一
九
三
三
年
九
月
、
中
の
西
川
の
回
想
)
、

〔
マ
マ
〕

ま
た
新
渡
戸
が
「
社
会
主
義
に
趣
味
あ
る
人
た
る
よ
り
時
々
断
片
社
会
主

義
の
事
を
談
り
、
又
大
に
益
せ
ら
れ
」
た
と
い
う
。
在
学
二
年
間
、
学
芸

会
で
も
文
章
に
演
説
に
活
躍
し
て
い
た
西
川
だ
っ
た
が
、
そ
の
聞
に
「
全

く
社
会
主
義
の
信
者
と
な
り
し
か
ば
、
農
学
校
に
用
な
し
と
の
感
を
起

し
」
、
一
八
九
六
年
(
明
治
二
九
)
予
科
を
卒
業
す
る
と
同
級
の
佐
藤
静
と

と
も
に
東
京
専
門
学
校
英
語
政
治
科
に
進
ん
だ
(
西
川
「
予
は
如
何
し
て

社
会
主
義
と
な
り
し
乎
」
『
平
民
新
聞
』
一
一
一
号
、
一
九

O
三
年
十
一
月
二

十
九
日
。
な
お
、

「
何
よ
り
も
魂
の
問
題
が
大
切
」

『
道
』
三

O
五
号
、

一
九
三
三
年
十
一
月
お
よ
び
『
学
芸
会
雑
誌
』
二
八
号
、

一
八
九
九
年
二

月
、
の
記
事
を
参
照
)
。
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新
体
詩
の
世
界
に
進
ん
で
花
外
と
号
し
た
児
玉
の
道
と
、
西
川
の
そ
れ

と
は
、
東
京
専
門
学
校
、
内
村
鑑
三
の
『
東
京
独
立
雑
誌
』
、
そ
し
て
明
治

社
会
主
義
の
運
動
の
中
で
相
交
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

西
川
の
回
想
が
す
で
に
、
社
会
主
義
に
心
を
寄
せ
る
学
生
二
、
一
二
人
の

存
在
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
彼
の
卒
業
と
前
後
し
て
、
社
会
問
題
や
社
会

主
義
へ
の
関
心
は
農
学
校
学
生
の
中
に
急
速
に
ひ
ろ
ま
っ
て
い
っ
た
。

『
惹
林
』
『
学
芸
会
雑
誌
』
両
誌
上
に
現
わ
れ
た
こ
う
し
た
動
き
の
反

映
を
た
ど
れ
ば
、
松
沢
辰
三
郎
「
講
壇
派
社
会
主
義
」
(
一
一
一
一
号
、
一
八

九
四
年
十
一
月
〉
、
藻
泉
(
星
野
純
逸
)
「
建
設
者
と
破
壊
者
」
(
一
九

号
二
八
九
六
年
四
月
)
。
蛎
崎
木
馬
(
知
次
郎
蛎
崎
自
身
、
知
次
郎
、

知
二
郎
と
両
方
使
っ
て
い
る
)
「
曙
蟻
の
一
言
」
(
二
五
号
、
一
八
九
八

年
二
月
)
は
「
白
木
の
社
会
は
社
会
主
義
に
あ
ら
ざ
れ
ば
亦
た
救
済
す
べ

か
ら
ざ
る
な
り
」
と
主
張
す
る
。
滝
泥
舟
(
臣
弼
)
「
幌
内
炭
山
に
於
け

る
労
働
者
」
(
二
九
号
、
一
八
九
九
年
八
月
)
は
教
授
に
従
っ
て
植
物
地

質
の
調
査
に
行
っ
た
学
生
の
、
炭
鉱
労
働
者
に
つ
い
て
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ

ュ
で
あ
る
。
「
木
馬
」
が
三
二
号
(
一
九

O
O年
六
月
)
に
寄
せ
た
「
先

輩
の
効
蹟
」
は
、
「
北
海
道
小
農
」
の
「
擁
護
者
」
「
朋
友
」
「
護
神
」
と

し
て
献
身
し
た
こ
と
こ
そ
、
農
学
校
の
先
輩
の
偉
業
だ
と
し
て
、
政
府
の

「
大
地
積
特
別
貸
付
」

(
|
|
「
北
海
道
国
有
未
開
地
処
分
法
」
で
あ
ろ

う
〉
制
度
に
保
護
さ
れ
た
「
財
権
的
地
主
の
権
力
寧
ろ
暴
力
の
関
入
」
を

阻
止
せ
よ
と
訴
え
、
「
夷
人
の
保
護
」
は
、
「
北
海
道
旧
土
人
保
護
法
」
が

か
え
っ
て
、
ア
イ
ヌ
の
人
権
と
自
立
・
発
達
を
阻
む
こ
と
を
批
判
し
て
い

る
。
同
じ
く
蛎
崎
木
馬
の
「
文
明
病
」
(
一
二
三
号
、

一
九

O
O年
十
一
月
)
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は
、
「
文
明
」
の
進
歩
が
そ
の
反
面
に
惹
き
起
す
病
と
し
て
の
さ
ま
ざ
ま

な
社
会
問
題
を
解
明
し
、
そ
れ
を
除
く
た
め
「
国
家
社
会
主
義
の
旗
下

に
」
戦
う
こ
と
を
宣
言
し
て
い
る
。

ま
た
、
『
学
芸
会
雑
誌
』
の
断
片
的
な
記
事
か
ら
も
、
学
芸
会
の
集
会

や
カ
メ
ラ
会
の
研
究
会
が
、
学
芸
会
機
関
誌
の
評
論
と
同
じ
傾
向
を
示
し

て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
学
芸
会
の
一
八
九
九
年
(
明
治
三
二
)

九
月
常
集
会
で
は
広
瀬
潤
平
(
|
|
自
治
制
恵
姐
寮
初
代
委
員
長
)
が

「
社
会
主
義
と
個
人
主
義
」
と
題
し
て
会
二
号
、
一
八
九
九
年
十
月
)
、

一
九

O
O年
(
明
治
一
一
一
一
一
一
)
二
月
常
集
会
で
は
蛎
崎
知
二
郎
が
「
吾
も
亦

虚
無
党
の
下
に
籾
を
執
て
健
闘
せ
ん
か
」
と
題
し
て
(
一
一
一
一
一
号
、
一
九

O

O
年
六
月
)
演
説
し
て
い
る
。
一
九

O
O年
前
半
の
カ
メ
ラ
会
の
講
演
八

つ
の
中
に
は
「
ト
ラ
ス
ト
に
就
て
」
(
平
沢
真
)
、
屈
に
。
ミ
ロ
¥
句
口
三
平

r
F
E
H
r
E℃
(
蛎
崎
知
二
郎
〉
、
「
石
黒
氏
の
マ
ッ
チ
工
場
に
つ
き
で

の
調
査
」
(
本
多
敏
樹
)
、
「
』

U3ha22
白
豆
、
ミ
町
立
、
」
(
森
本
厚
士
口
)
、

「
鉄
道
国
有
論
に
就
て
」
(
伊
藤
清
蔵
)
、
「
労
働
経
済
論
官
ν
y
d〔
/
〕
蹴

共
著
」
(
和
田
真
)
と
い
っ
た
題
目
が
見
え
る
。

農
学
校
学
生
の
社
会
問
題
・
社
会
主
義
へ
の
関
心
は
学
内
で
の
研
究
に

限
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
彼
ら
の
あ
る
者
は
、
一
方
で
は
札
幌
や
北
海
道

の
具
体
的
な
社
会
問
題
に
具
体
的
に
取
り
組
も
う
と
し
、
他
方
で
は
、
東

北六百年の諸問題

京
か
ら
全
国
に
拡
が
る
労
働
運
動
・
社
会
主
義
と
の
聞
に
積
極
的
な
交
渉

を
た
も
っ
て
い
た
。
彼
ら
を
地
域
社
会
の
具
体
的
な
問
題
に
結
び
つ
け
る

場
と
し
て
大
き
な
意
味
を
も
っ
た
の
は
、
何
と
い
っ
て
も
遠
友
夜
学
校
の

存
在
で
あ
っ
た
。
本
稿
に
登
場
す
る
人
の
ほ
と
ん
ど
が
、
ま
た
そ
れ
以
外

の
多
く
の
学
生
が
、
教
師
と
し
て
こ
の
学
校
に
集
ま
る
少
年
少
女
の
た
め

に
献
身
し
た
。
そ
れ
は
こ
の
時
期
か
ら
、
一
九
四
四
年
(
昭
和
一
九
)
の

学
校
の
廃
校
ま
で
、
札
幌
農
学
校
|
北
海
道
帝
国
大
学
の
心
あ
る
学
生
の

閲
に
、
一
つ
の
伝
統
と
な
っ
て
い
っ
た
。
理
想
主
義
的
な
し
か
し
反
面
観

念
的
な
学
生
た
ち
が
、
貧
し
い
生
徒
と
の
交
わ
り
を
通
し
て
都
市
の
「
下

層
社
会
」
の
問
題
に
、
さ
ら
に
日
本
社
会
全
体
の
問
題
に
目
を
開
か
れ
て

ゆ
く
様
子
は
、
例
え
ば
こ
の
よ
う
な
学
生
の
一
人
だ
っ
た
有
島
武
郎
の
日

記
が
く
わ
し
く
語
っ
て
く
れ
る
。
北
海
禁
酒
会
も
ま
た
、
彼
ら
の
あ
る
者

に
と
っ
て
は
、
社
会
問
題
に
近
づ
く
一
つ
の
場
だ
っ
た
ら
し
い
。
機
関
誌

『
護
国
之
楯
』
(
四
五
号
、
一
八
九
三
年
二
月
〉
は
、
農
学
校
予
科
一
年

の
蛎
崎
知
二
郎
が
入
会
し
た
こ
と
を
報
じ
て
い
る
。

札
幌
農
学
校
生
と
東
京
に
始
ま
っ
た
社
会
運
動
と
の
聞
に
は
、
片
山
潜

を
通
じ
て
、
か
な
り
密
接
な
交
渉
が
あ
っ
た
。
そ
の
緒
を
つ
け
た
の
は
、

西
川
光
二
郎
よ
り
一
年
早
く
一
八
九
五
年
(
明
治
二
八
)
予
科
を
卒
業
し

た
森
広
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
は
足
に
け
が
を
し
て
、
こ
の
年
か
ら
一

八
九
七
年
秋
ま
で
東
京
に
出
て
帝
大
病
院
で
治
療
を
受
け
、
こ
の
間
に
、

片
山
潜
が
社
会
活
動
の
根
拠
地
と
し
て
設
け
た
、
き
ん
ぐ
す
れ
い
館
を
訪

一
八
九
九
年
(
明
治
一
一
一
一
一
)
札
幌
を
訪
れ
た
片
山
は
森
を

「
旧
友
」
と
呼
ん
で
お
り
、
『
労
働
世
界
』
は
彼
を
き
ん
ぐ
す
れ
い
館
に

れ
た
ら
し
い
。
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設
け
た
青
年
倶
楽
部
の
「
名
誉
員
」
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
(
六
五
号
、

一
九

O
O年
九
月
一
日
〉
。
一
八
九
七
年
十
二
月
『
労
働
世
界
』
が
創
刊

さ
れ
る
と
『
学
芸
会
雑
誌
』
は
こ
れ
を
学
生
に
紹
介
し
(
二
五
号
、
一
八

九
八
年
二
月
)
、
学
芸
会
が
『
札
幌
農
学
校
』
を
刊
行
す
る
と
『
労
働
世

界
』
(
一
巻
二

O
号
、
一
八
九
八
年
九
月
〉
は
英
文
欄
で
こ
れ
を
祝
福
す

る
と
い
っ
た
、
エ
ー
ル
の
交
換
も
見
ら
れ
た
。

こ
う
し
て
一
八
九
九
年
(
明
治
一
一
一
二
)
七
月
、
片
山
が
労
働
組
合
組
織

の
オ
ル
グ
の
た
め
に
札
幌
を
訪
れ
る
と
、
蛎
崎
知
二
郎
は
片
山
と
共
に
登

壇
し
て
労
働
者
の
聴
衆
に
幻
灯
を
上
映
し
て
熱
弁
を
ふ
る
い
(
片
山
「
東

『
労
働
世
界
』
四
二
号
、
一
八
九
九
年
八
月
十
五
日
)
、

北
通
信
合
一
〉
」

以
後
札
幌
に
お
け
る
鉄
工
組
合
支
部
の
組
織
の
た
め
に
大
き
な
働
き
を
し

た
(
『
労
働
世
界
』
五
回
号
、
一
九

O
O年
二
月
一
日
)
。
一
方
森
は
、
片

山
を
助
け
て
「
欧
米
に
於
け
る
近
世
社
会
問
題
」
と
い
う
「
社
会
問
題
演

説
会
」
を
成
功
さ
せ
た
(
片
山
「
東
北
通
信
(
二
)
」
)
。
翌
一
九

O
O年

(
明
治
三
三
)
、
片
山
が
再
び
札
幌
を
訪
れ
た
時
、
新
築
成
っ
た
基
督
教
青

年
会
の
「
青
年
寄
宿
舎
」
の
新
築
祝
賀
の
式
に
彼
を
招
い
て
、
佐
藤
昌
介

農
学
校
長
や
宮
部
金
五
日
会
長
と
と
も
に
講
演
さ
せ
た
の
も
、
お
そ
ら
く
、
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農
学
校
キ
リ
ス
ト
者
学
生
の
中
心
で
あ
り
、
当
時
基
督
教
青
年
会
長
だ
っ

た
森
広
で
は
な
か
ろ
う
か
。
片
山
の
後
を
追
う
よ
う
に
出
京
し
た
森
を
迎

え
て
、
き
ん
ぐ
す
れ
い
館
で
は
、
片
山
や
幸
徳
秋
水
ら
が
集
ま
っ
て
青
年

倶
楽
部
の
集
会
が
聞
か
れ
て
い
る
(
『
労
働
世
界
』
六
五
号
、

一
九

0
0

年
九
月
一
日
)
。
ま
た
片
山
に
先
立
っ
て
一
八
九
八
年
(
明
治
三
一
)
七

月
に
は
、
蛎
崎
が
「
周
旋
」
し
て
、
当
時
札
幌
滞
在
中
の
キ
リ
ス
ト
教
デ

イ
サ
イ
プ
ル
派
の
宣
教
師
、
「
単
税
太
郎
」
こ
と
ガ
ル
ス
ト

(
n
Zユg
開・

の
句
由
。
の
「
単
税
論
演
説
会
」
を
開
き
、
ガ
ル
ス
ト
か
ら
、
旬
、
q
h
・2
向
的

向
苫
弘
、
口
色
町
、
々
を
贈
ら
れ
て
い
る
。
(
『
学
芸
会
雑
誌
』
二
八
号
、
一
八

九
九
年
二
月
、
な
お
講
演
会
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
『
北
海
道
毎
日
新
聞
』

一
八
九
八
年
七
月
二

O
目
、
二
四
日
参
照
)
。

一
八
九
八
年
(
明
治
三
一
)
か
ら
一
九

O
O年
(
明
治
三
三
)
に
か
け

て
は
、
札
幌
農
学
校
東
北
帝
国
大
学
を
通
じ
る
、
学
生
の
中
の
社
会
問

題
・
社
会
主
義
へ
の
関
心
の
最
初
の
昂
揚
の
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
心

と
な
っ
た
の
は
、
森
広
、
蛎
崎
知
二
郎
や
学
業
中
途
で
病
死
し
た
星
野
純

逸
ら
の
他
、
有
島
武
郎
、
森
本
厚
吉
、
半
沢
淘
ら
を
擁
す
る
一
九
期
生

(
一
九

O
一
年
卒
業
)
で
あ
り
、
有
馬
が
二

O
年
を
経
て
ふ
り
返
っ
た
未

完
の
力
作
『
星
座
』
は
、
彼
ら
の
青
春
群
像
と
そ
の
精
神
的
雰
囲
気
を
生

き
生
き
と
伝
え
て
く
れ
る
。
興
味
深
い
の
は
、
こ
れ
ま
で
に
名
を
挙
げ
て

来
た
学
生
た
ち
が
、
例
外
な
く
、
予
科
か
ら
本
科
に
進
む
、
い
わ
ば
農
学

校
の
主
流
に
属
し
て
お
り
、
農
芸
科
そ
の
他
の
い
わ
ゆ
る

「
実
科
」

の

「
生
徒
」
の
聞
に
は
、
彼
ら
の
そ
れ
に
対
応
す
る
よ
う
な
社
会
問
題
・
社

会
主
義
へ
の
動
き
が
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

今
日
わ
か
る
限
り
で
も
、
農
芸
科
そ
の
他
に
学
ん
だ
人
々
が
社
会
問

題
・
社
会
主
義
に
全
く
無
縁
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
新
渡
戸
稲
造
が
札
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幌
農
学
校
に
教
授
と
し
て
帰
っ
た
一
八
九
一
年
(
明
治
二
四
)
春
農
学
校

農
芸
伝
習
科
に
入
学
し
(
札
幌
農
学
校
簿
書
、
二
十
四
年
公
裁
録
三
冊
ノ

内
校
員
及
学
生
々
徒
報
告
)
、
翌
年
ま
で
に
は
中
退
し
た
(
札
幌
農
学
校
簿

書
、
二
十
五
年
分
公
裁
録
四
冊
ノ
内
報
告
雑
件
)
竹
内
余
所
次
郎
(
一
八

六
五
l
一
九
二
七
年
)
は
、
札
幌
農
学
校
に
学
ん
だ
者
の
中
、
明
治
社
会

主
義
に
お
そ
ら
く
最
も
深
く
か
か
わ
っ
た
人
で
あ
っ
た
。
彼
は
農
芸
伝
習

科
中
退
の
前
後
に
は
北
海
道
毎
日
新
聞
記
者
と
な
り
、
北
海
禁
酒
会
に
入

会
し
た
。
一
八
九
四
年
(
明
治
二
七
〉
か
ら
は
札
幌
区
内
で
薬
庖
を
経
営

し
つ
つ
、
社
会
的
な
活
動
を
始
め
、
同
年
に
は
禁
酒
会
の
活
動
を
「
政
治

教
育
、
慈
善
、
労
働
等
」
の
方
面
に
拡
大
す
る
改
組
を
提
案
す
る
な
ど
、

活
発
に
働
い
た
。
一
九

O
一
年
(
明
治
三
四
)
、
有
島
武
郎
、
蛎
崎
知
次
郎

ら
と
と
も
に
札
幌
独
立
教
会
に
入
会
、
翌
一
九

O
二
年
(
明
治
三
五
)
に

は
、
社
会
問
題
研
究
会
を
組
織
し
、
『
聖
書
之
研
究
』
読
者
・
札
幌
基
督

教
会
員
と
し
て
私
淑
し
た
内
村
鑑
三
を
迎
え
て
理
想
図
の
組
織
に
加
わ

り
、
翌

O
三
年
に
は
幸
徳
秋
水
を
迎
え
て
演
説
会
を
開
く
な
ど
、
札
幌
の

さ
ら
に
道
央
の
、
市
民
の
聞
の
社
会
問
題
・
社
会
主
義
の
中
心
に
な
っ
て

い
っ
た
。
彼
の
他
に
も
北
海
禁
酒
会
に
は
農
芸
伝
習
科
五
期
(
一
八
九
三

年
卒
)
の
本
郷
敏
慎
が
い
た
し
、
在
米
社
会
主
義
者
の
群
に
投
じ
た
同
二

北大百年の諸問題

期
(
一
八
九

O
年
卒
)
の
小
河
亀
次
郎
や
農
芸
科
一
二
期
(
一
九

O
一
年

卒
)
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
者
山
田
英
一
な
ど
が
い
た
こ
と
も
記
憶
に

値
い
し
よ
う
。
た
だ
ど
う
い
う
わ
け
か
、
こ
れ
ま
で
に
見
て
来
た
社
会
問

題
、
社
会
主
義
に
関
心
を
抱
く
予
科
・
本
科
の
学
生
・
生
徒
た
ち
は
、
同

じ
札
幌
独
立
基
督
教
会
、
あ
る
い
は
北
海
禁
酒
会
の
会
員
と
し
て
も
、
竹

内
を
よ
く
知
っ
て
い
た
は
ず
な
の
に
、
竹
内
を
中
心
と
す
る
市
民
の
グ

ル
ー
プ
と
学
生
グ
ル
ー
プ
と
の
聞
に
は
交
渉
が
あ
っ
た
様
子
が
ほ
と
ん
ど

見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
農
学
校
内
部
の
社
会
問
題
・
社
会
主
義
へ
の
関

心
の
昂
揚
は
、
一
九
期
生
が
卒
業
す
る
と
と
も
に
沈
静
期
に
入
っ
た
。
す

で
に
一
八
九
七
年
(
明
治
三

O
)
に
は
彼
ら
の
師
父
と
し
て
大
き
な
支
え

だ
っ
た
新
渡
戸
稲
造
が
農
学
校
を
去
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
一
九
期
生
中
の

理
想
主
義
・
社
会
的
関
心
派
と
も
い
う
べ
き
グ
ル
ー
プ
が
ほ
と
ん
ど
、
教

職
に
つ
い
た
り
学
問
研
究
の
道
を
求
め
て
道
外
に
去
り
、
札
幌
の
近
辺
に

留
ま
る
者
さ
え
少
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
中
で
学
生
内
部
に
は
彼
ら
に
対

す
る
不
満
|
|
特
に
『
学
芸
会
雑
誌
』
が
彼
ら
の
主
張
を
反
映
し
す
、
ぎ
る

と
い
う
不
満
|
|
の
巻
き
返
し
が
起
っ
た
ら
し
い
。
一
九

O
一
年
(
明
治

三
回
)
、
学
芸
会
が
文
武
会
に
吸
収
さ
れ
『
学
芸
会
雑
誌
』
が
『
文
武
会
雑

誌
』
と
変
身
し
た
第
一
号
に
は
「
政
治
時
事
に
及
ぶ
な
く
:
:
:
」
と
い
う

こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
投
稿
規
定
が
新
し
く
掲
げ
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
。

し
か
し
、
彼
ら
が
呼
び
起
し
た
思
想
的
な
動
き
は
、
農
学
校
か
ら
跡
を
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た
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
、
理
想
主
義
と
現
実
批
判
こ
そ
が

札
幌
農
学
校
の
「
校
風
」
だ
と
い
う
「
校
風
」
論
や
「
愛
校
」
精
神
を
唱

え
、
そ
れ
を
下
級
生
に
伝
え
よ
う
と
つ
と
め
た
。
そ
の
た
め
に
森
本
厚

士
口
・
有
島
武
郎
た
ち
は
、
卒
業
に
先
立
っ
て
師
新
渡
戸
か
ら
教
わ
っ
た

カ
l
ラ
イ
ル
の
め
向
、
宮
、
均
時
的
白
三
き
や
英
文
学
を
学
ぶ
グ
ル
ー
プ
を
作

り
、
下
級
生
を
熱
心
に
導
い
た
。
一
九
期
生
の
卒
業
後
も
こ
の
自
発
的
な

共
同
の
学
習
グ
ル
ー
プ
で
は
、
消
長
は
あ
っ
た
が
絶
え
る
こ
と
な
く
続

き
、
新
入
生
が
次
々
に
加
わ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
農
学
校
学
生
内
の
社
会
問
題
・
社
会
主
義
へ
の
関
心
は
、
こ
の

よ
う
な
上
級
生
た
ち
の
影
響
に
よ
る
ば
か
り
で
な
く
、
外
か
ら
の
新
し
い

血
に
よ
っ
て
も
育
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
『
サ
l
タ
・
リ
ザ
l
タ
ス
』

読
書
会
の
一
人
だ
っ
た
逢
坂
信
志
は
、
彼
よ
り
一
年
遅
れ
て
一
九

O
一
年

(
明
治
三
四
〉
予
修
科
に
入
学
し
た
新
潟
中
学
以
来
の
親
友
真
島
政
吉
に

再
会
し
た
時
、
彼
が
す
で
に
「
確
信
あ
る
一
個
の
社
会
主
義
者
」
と
な
っ

て
お
り
、
「
余
は
業
を
卒
へ
た
る
の
暁
、
必
ず
北
海
道
の
田
舎
に
於
て
自

ら
農
学
を
経
営
し
、
而
し
て
其
の
農
場
に
於
て
社
会
主
義
を
実
行
す
べ

し
」
と
宣
言
し
た
こ
と
、
員
島
と
の
論
争
安
重
ね
る
中
に
強
い
影
響
を
受

け
、
自
分
の
信
じ
る
キ
リ
ス
ト
教
と
社
会
主
義
と
の
関
係
に
つ
い
て
苦
し

ん
だ
後
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
に
活
路
を
見
出
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
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る
(
逢
坂
『
暗
黒
よ
り
光
明
へ
』
一
九
二
五
年
改
版
、

一
四
四
1

一
六

一
六
九
|
一
七

O
頁
〉
。
員
島
が
一
九

O
六
年
(
明
治
三
九
)
、
本
科

二
年
在
学
中
に
夫
折
し
た
時
、
『
文
武
会
会
報
』
は
、
亥
惜
の
辞
を
掲
げ

て
「
吾
人
全
窓
の
敬
愛
す
る
所
に
し
て
又
社
会
主
義
に
関
す
る
造
詣
浅
か

ら
ず
:
:
:
」
(
五

O
号
、
一
九

O
七
年
三
月
)
と
の
べ
た
。
社
会
主
義
紙

『
光
』
(
五
号
、
一
九

O
六
年
一
月
二
十
日
)
の
記
述
か
ら
は
、
彼
が

『
直
言
』
や
『
光
』
の
読
者
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

農
学
校
学
生
の
聞
の
こ
の
よ
う
な
動
き
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
全
国

的
な
思
想
動
向
や
社
会
主
義
の
運
動
と
無
縁
で
は
な
か
っ
た
。
一
九

O
三

年
(
明
治
三
六
)
、
幸
徳
秋
水
が
札
幌
の
理
想
団
に
招
か
れ
て
札
幌
を
訪

れ
、
竹
内
余
所
次
郎
ら
の
「
社
会
問
題
研
究
会
」
の
主
催
の
演
説
会
で
社

会
主
義
を
説
い
た
時
、
聴
衆
の
中
に
は
農
学
校
生
の
姿
も
見
ら
れ
た
。

『
サ
!
タ
・
リ
ザ
l
タ
ス
』
読
書
会
メ
ン
バ
ー
の
一
人
だ
っ
た
予
修
科
生

足
助
素
一
は
、
同
じ
く
会
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
親
友
河
内
完
治
に
そ
の
日

の
感
銘
を
書
き
送
っ
て
い
る
(
周
年
、
八
月
十
日
付
書
簡
)
。
さ
ら
に
日

露
関
係
の
緊
迫
|
開
戦
と
内
村
鑑
三
や
幸
徳
秋
水
ら
の
非
戦
論
の
主
張

は
、
農
学
校
学
生
の
あ
る
者
の
心
を
強
く
と
ら
え
る
に
い
た
っ
た
。
も
と

も
と
内
村
鑑
三
の
著
作
は
、
農
学
校
の
理
想
主
義
・
社
会
的
関
心
派
学
生

が
、
他
の
学
校
で
は
な
く
札
幌
農
学
校
を
選
ぶ
際
か
ら
し
て
、
強
い
影
響

を
与
え
て
い
た
か
ら
、

『
万
朝
報
』
や
『
聖
書
之
研
究
』
誌
上
の
彼
の
文

章
を
愛
読
す
る
者
が
非
戦
の
主
張
に
導
か
れ
る
の
は
自
然
な
こ
と
で
あ
っ

た
ろ
う
。
逆
に
幸
徳
や
堺
枯
川
の
非
戦
論
か
ら
し
て
社
会
問
題
に
眼
を
開

『
文
武
会
会
報
』

か
れ
る
者
も
い
た
。

(
四
一
一
号
、

一
九

O
四
年
六
月
)
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に
は
『
平
民
新
聞
』
が
寄
贈
さ
れ
て
図
書
室
に
備
え
て
あ
る
の
で
「
随
時

閲
覧
せ
ら
る
べ
し
」
と
い
う
案
内
が
あ
る
し
、
『
平
民
新
聞
』
を
個
人
で

購
読
す
る
学
生
も
い
た
。

非
戦
論
は
、
札
幌
農
学
校
に
と
っ
て
、
言
論
の
レ
ベ
ル
の
問
題
に
と
ど

ま
ら
な
か
っ
た
。
学
校
当
局
は
一
九

O
四
年
(
明
治
三
七
)
二
月
二
十
九

日
、
予
修
科
及
び
土
木
工
学
科
の
画
学
講
師
(
校
長
佐
藤
田
田
介
と
同
じ
札

幌
美
以
教
会
の
役
員
で
も
あ
っ
た
〉
飯
田
雄
太
郎
を
解
雇
し
た
(
「
退
職

者
履
歴
資
料
」
)
。
処
分
が
行
わ
れ
る
少
し
前
か
ら
、
学
生
の
聞
に
は
、
飯

田
が
そ
の
非
戦
論
の
主
張
の
た
め
「
言
禍
」
を
ま
ね
く
の
で
は
な
い
か
と

い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
て
い
た
よ
う
で
、
事
態
の
推
移
を
憂
慮
を
も
っ
て

見
守
っ
て
い
る
者
が
い
た
。
一
学
生
は
日
記
に
こ
う
記
し
て
い
る
。

三
月
三
日
:
:
:
川
島
ガ
来
タ
I
氏
〈
|
日
記
公
刊
に
際
し
て
イ
ニ
シ

ャ
ル
に
変
え
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
日
記
の
そ
れ
ま
で
の
記

述
か
ら
し
て
飯
田
雄
太
郎
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
)
ハ
免
職
ニ

ナ
ツ
タ
サ
ウ
デ
彼
レ
ハ
大
ニ

S
(
!
こ
れ
も
公
刊
の
際
イ
ニ
シ
ャ
ル

に
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
校
長
佐
藤
昌
介
か
)
ヤ
学
校
ノ
処
置
ヲ

北大百年の諸問題

憤
慨
シ
テ
曲
学
阿
世
ト
マ
デ
罵
ツ
テ
居
ル
、
実
-
一
余
モ
徐
リ
ニ
学
校

-
一
雅
量
ナ
ク
例
令
不
謹
慎
ナ
ル
ニ
セ
ヨ
此
時
ニ
従
テ
主
張
ヲ
在
ゲ
ザ

〔
マ
マ
〕

ル
骨
綬
ノ
土
ヲ
追
ヒ
出
シ
タ
ル
当
局
者
ノ
意
気
地
ナ
シ
ヲ
措
シ
ム
モ

ノ
デ
ア
ル
、
抑
モ
基
督
教
信
者
ト
称
ス
ル

S
、
M
(
i
こ
れ
も
同
様

で
あ
ろ
う
。
教
授
宮
部
金
吾
が
〉
ノ
輩
ハ
何
ヲ
夢
ミ
テ
居
ル
ノ
デ
ア

ラ
ウ
、
只
教
会
ノ
内
デ
ノ
ミ
又
只
平
和
ノ
時
ノ
ク
リ
ス
チ
ャ

γ
ノ
ミ

デ
ハ
何
ノ
役
ニ
モ
立
タ
ヌ
ノ
デ
ア
ル
(
足
助
素
一
日
記
、
『
足
助
素

一
集
』
一
九
一
一
一
一
年
〉
。
飯
田
は
こ
の
年
十
月
に
は
、
札
幌
平
民
新

聞
読
者
会
を
主
催
、
後
札
幌
を
去
っ
て
東
京
に
出
た
。

理
想
主
義
に
燃
え
社
会
的
関
心
を
抱
く
学
生
た
ち
は
、
文
武
会
や
開
識

社
の
活
動
に
も
積
極
的
だ
っ
た
ら
し
い
。
『
文
武
会
雑
誌
』
(
四
一
号
ま

で
)
と
そ
の
後
身
『
文
武
会
会
報
』
(
四
二
号
以
降
)
に
現
わ
れ
た
限
り

で
も
、
次
の
よ
う
な
注
目
す
べ
き
文
章
や
演
説
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
拒

腕
生
「
切
歯
録
」
(
四
一
号
、
一
九

O
三
年
九
月
、
成
績
と
就
職
に
汲
々

と
す
る
雰
囲
気
を
批
判
)
。
刈
南
子
『
ミ
ダ
ス
』
〈
同
前
、
カ
l
ラ
イ
ル
や

聖
書
に
よ
っ
て
金
銭
崇
拝
を
批
判
す
る
〉
。
み
す
ず
「
木
馬
の
君
を
送

る
歌
」
(
同
前
、
蛎
崎
知
二
郎
送
別
の
詩
)
。
菅
井
狂
涛
「
我
主
義
」
(
「
五
日

人
の
主
義
は
一
種
の
社
会
主
義
な
り
社
会
主
義
は
愛
の
主
義
な
り
云
々
」
。

五
O
号
、
一
九

O
七
年
三
月
)
。
関
識
社
演
説
。
一
九

O
三
年
一
月
一
七

日
公
開
演
説
会
、
高
村
倹
次
部
「
初
夢
」
(
鉱
毒
事
件
と
田
中
正
造
の
献

身
に
か
ん
が
み
て
学
者
と
教
育
の
あ
り
方
を
聞
い
、
農
学
校
の
美
風
を
探

る
。
『
文
武
会
雑
誌
』
三
七
号
、
一
九

O
二
年
五
月
)
、
一
九

O
五
年
四

〔
マ
マ
〕

月
、
逢
坂
信
吾
「
我
校
初
期
の
学
生
々
活
を
説
き
併
せ
て
人
生
問
題
に
及

ぼ
す
」
(
同
誌
四
六
号
、

一
九

O
五
年
九
月
〉
。
文
武
会
演
説
。
一
九

O
四

年
(
明
治
三
七
)
四
月
、
池
田
競
「
維
新
の
理
想
」
(
「
国
家
を
思
ふ
前
に

思
ひ
を
自
己
の
理
想
と
自
覚
と
の
意
識
に
走
ら
し
め
よ
云
々
」
。
四
三
号
、



札幌農学校と明治社会主義

門
マ
マ
〕

一
九

O
四
年
七
月
)
。
同
年
五
月
、
逢
坂
信
五
口
「
『
サ
ア
タ
ャ
・
レ
サ
ァ
タ

ス
』
を
紹
介
す
」
(
同
前
)
。

こ
う
し
た
学
生
た
ち
の
行
動
は
時
に
学
外
に
も
及
ん
だ
。
社
会
的
関
心

を
抱
く
学
生
た
ち
が
遠
友
夜
学
校
に
情
熱
を
注
、
ぎ
、
こ
の
学
校
が
彼
ら
に

と
っ
て
社
会
問
題
の
実
態
へ
の
窓
と
な
っ
た
こ
と
は
、
新
渡
戸
稲
造
が
未

だ
農
学
校
に
お
り
、
彼
の
直
接
の
影
響
の
下
に
あ
っ
た
学
生
た
ち
が
献
身

し
て
い
た
頃
と
変
ら
な
か
っ
た
。
、
深
尾
留
や
原
子
基
ら
羊
蹄
山
麓
員
狩
村

に
「
平
民
農
場
」
を
築
い
た
人
々
が
一
九

O
七
年
(
明
治
四

O
Y
谷
中

村
の
鉱
毒
被
災
救
援
の
た
め
の
募
金
活
動
を
起
し
た
時
に
は
、
前
年
予
修

科
に
入
学
し
た
ば
か
り
の
「
札
幌
農
学
校
の
同
士
山
」
大
石
泰
蔵
が
札
幌
か

ら
キ
モ
ベ
ツ
に
ま
で
出
か
け
て
彼
ら
を
助
け
た
(
「
原
子
基
氏
よ
り
」
『
世

界
婦
人
』
一
九

O
七
年
九
月
一
日
)
。
大
石
の
よ
う
な
活
動
は
お
そ
ら
く

限
ら
れ
た
例
外
で
あ
り
、
大
方
の
学
生
の
地
域
社
会
の
具
体
的
問
題
へ
の

関
心
は
や
は
り
遠
友
夜
学
校
で
の
教
育
に
限
ら
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

け
れ
ど
も
農
学
校
の
中
で
の
、
学
生
た
ち
の
社
会
的
関
心
は
、
新
渡
戸
稲

造
や
森
本
厚
土
口
、
有
島
武
郎
の
よ
う
な
す
ぐ
れ
た
指
導
者
を
失
っ
た
後
も

絶
え
る
こ
と
な
く
続
き
、
日
露
戦
争
後
に
は
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
た
か

ま
ろ
う
と
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
一
九

O
七
年
(
明
治
四

O
)
八
月
十

八
日
付
の
『
社
会
新
聞
』
に
載
せ
ら
れ
た
「
南
生
」
の
「
北
海
道
札
幌
よ

り
」
と
題
す
る
通
信
に
「
社
会
主
義
研
究
は
学
生
の
う
ち
に
も
侵
入
し
た

63ヨ

れ
る
は
事
実
な
る
が
当
地
に
て
も
某
々
の
学
生
等
十
五
六
名
に
て
研
究
会

を
組
織
し
た
れ
る
が
世
間
の
疑
惑
を
避
け
ん
為
秘
密
に
附
し
た
り
し
を
狗

奴
が
喋
、
ぎ
知
り
校
長
に
密
告
せ
し
故
一
場
の
説
諭
を
喰
ひ
た
り
と
聞
く
」

と
述
べ
ら
れ
た
の
は
、
そ
れ
を
反
映
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

四

農
科
大
学
学
生
内
部
に
こ
の
よ
う
な
気
運
が
動
い
て
い
た
時
、
一
九

O

七
年
(
明
治
四

O
)
の
幕
か
ら
翌
年
初
め
に
か
け
て
、
こ
れ
に
働
き
か

け
、
は
っ
き
り
し
た
形
に
ま
と
ま
ら
せ
て
ゆ
く
二
つ
の
出
来
事
が
、
時
を

同
じ
く
し
て
起
っ
た
。
一
つ
は
、
一
九

O
七
年
の
暮
か
ら
翌
年
早
々
に
か

け
て
の
、
日
本
社
会
党
(
一
九

O
六
1
0七
年
〉
幹
事
・
『
社
会
新
聞
』

記
者
と
し
て
社
会
主
義
運
動
の
全
国
的
指
導
者
の
一
人
と
な
っ
た
西
川
光

二
郎
の
札
幌
遊
説
、
も
う
一
つ
は
、
一
九

O
八
年
(
明
治
四
一
〉
一
月

の
、
五
年
に
わ
た
る
留
学
を
終
え
て
、
大
学
予
科
講
師
と
な
っ
た
有
島
武

郎
の
赴
任
で
あ
り
、
両
者
い
ず
れ
も
が
札
幌
農
学
校
に
学
ん
で
社
会
問
題

や
社
会
主
義
へ
の
関
心
を
抱
く
に
い
た
っ
た
事
情
は
す
で
に
見
た
。

西
川
光
二
郎
は
、
一
九

O
七
年
十
二
月
二
十
六
日
一
一
年
ぶ
り
で
札
幌

の
土
を
踏
み
、
旧
知
の
竹
内
余
所
次
郎
宅
を
訪
れ
た
。
西
川
が
『
社
会
新

開
』
に
送
っ
た
通
信
に
よ
れ
ば
「
此
の
夜
農
学
校
の
同
志
逢
坂
(
!
信

志
)
君
と
大
石
(
泰
蔵
〉
君
来
り
大
に
余
枯
一
す
の
来
訪
を
悦
ば
る
、

時

ま
で
五
人
に
て
快
談
す
」
(
西
川
生
「
遊
説
日
誌
(
十
〉
」
『
社
会
新
聞
』
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一
九

O
入
年
一
月
十
九
日
)
。
翌
二
十
七
日
は
、
逆
に
「
夜
農
学
校
の
同

志
七
名
に
招
か
れ
、
旧
友
蛎
崎
(
知
二
郎
、
当
時
北
海
道
庁
技
師
)
氏

と
共
に
走
れ
に
赴
く
、
農
学
校
の
同
志
諸
君
は
一
月
十
日
頃
よ
り
一
週
一

度
づ
っ
相
会
し
て
ラ
ス
キ
ン
の
『
ア
ン
ツ
ウ
、
ジ
l
、
ラ
ス
ト
』
を
研
究

す
る
由
な
り
、
天
ド
ン
と
蕎
麦
を
食
ひ
な
が
ら
一
夜
談
笑
し
、
我
が
心
頗

る
慰
め
ら
れ
た
り
き
」
(
同
前
〉
と
い
う
交
歓
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
二

十
八
日
に
は
、
午
後
は
竹
内
余
所
次
郎
を
始
め
札
幌
・
小
樽
の
社
会
主
義

者
と
と
も
に
西
川
及
び
同
道
の
匝
蝉
坊
添
田
平
吉
が
登
場
し
て
社
会
主
義

演
説
会
が
閲
か
れ
、
年
末
と
寒
さ
の
中
に
三
百
余
の
聴
衆
を
集
め
た
。
西

川
の
通
信
は
、
「
比
三
百
名
中
五
十
名
位
は
農
学
校
の
学
生
諸
君
に
し
て

中
に
支
那
人
も
一
名
あ
り
た
り
き
」
(
同
前
)
と
報
じ
て
い
る
。

あ
た
か
も
こ
の
よ
う
な
新
し
い
気
運
が
動
き
始
め
た
時
、
ア
メ
リ
カ
と

イ
ギ
リ
ス
で
社
会
主
義
・
ア
ナ
キ
ズ
ム
の
洗
札
を
受
け
た
有
島
が
、
そ
の

文
献
や
ト
ラ
ク
ト
類
を
携
え
て
帰
っ
て
来
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
一
月

二
十
一
日
か
ら
始
ま
る
有
島
の
日
記
の
二
十
三
日
の
項
に
「
夜
社
会
主
義

研
究
会
に
臨
み
、
河
口
件
5

の

d
ロ
芯
、
『
Z
∞
ピ
凹
門
ョ
の
講
義
を
な
す
。

北大百年の諸問題

逢
坂
君
社
会
主
義
と
基
督
教
の
関
係
を
語
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、

西
川
の
報
じ
る
、
「
農
学
校
の
同
誌
諸
君
」
が
企
て
て
来
た
研
究
会
に
、
有

島
も
参
加
し
、
中
心
的
な
役
割
を
演
じ
る
に
い
た
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ

せ
る
。
有
島
よ
り
一
と
足
早
く
、
一
九

O
六
年
(
明
治
三
九
)
に
は
、
農

学
校
在
学
時
代
か
ら
の
親
友
で
あ
り
と
も
に
下
級
生
を
導
い
た
森
本
厚
吉

が
、
大
学
予
科
講
師
と
し
て
母
校
に
帰
り
、
恵
麹
寮
に
「
サ

l

タ
・
リ

ザ

l
タ
ス
」
の
読
書
会
を
始
め
る
な
ど
学
生
の
聞
に
新
風
を
吹
き
こ
ん
で

い
た
。
そ
の
後
を
う
け
て
有
島
は
、
一
九
一
五
年
(
大
正
四
)
農
科
大
学

に
辞
表
を
出
し
て
東
京
に
去
る
ま
で
、
か
つ
て
師
新
渡
戸
稲
造
が
そ
う
で

あ
っ
た
よ
う
に
、
教
室
や
恵
姐
寮
や
自
宅
で
、
ま
た
遠
友
夜
学
校
で
、
思

想
・
文
学
か
ら
美
術
に
い
た
る
ま
で
八
面
六
替
の
働
き
を
し
て
、
大
学
の

中
に
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
l
ツ
の
復
興
の
気
運
を
も
た
ら
し
た
。
彼
自
身
は
思

想
的
な
混
迷
の
中
で
苦
し
ん
で
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
有
島
は
学
生
の

兄
貴
分
の
よ
う
な
態
度
で
彼
ら
と
交
わ
り
、
熱
心
に
導
い
た
。
こ
う
し
た

活
動
の
中
心
に
あ
っ
た
の
は
、
彼
の
日
記
に
「
社
会
主
義
研
究
会
」
、

.
4〈

2
E可
自
由
江
口
問

ω
E
L
1口問凹

onE目
白
J

.

当

Z
E可
B
B円山口問。『

H
Z

2
E可
D『由
DE--m耳
J

ぶ

O
E
-
E
5
2苦
m

w

(

こ
の
表
現
が
一
番
多

い
)
、
百
円
E
U
5
5町
。
江
口
問
.
等
一
連
の
表
現
で
記
さ
れ
る
毎
、
週
木
曜
夜

の
研
究
会
だ
っ
た
。

こ
の
研
究
会
は
、
か
な
り
イ
ン
フ
デ
l

マ
ル
な
も
の
で
、
メ
ン
バ
ー
も

特
定
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
し
、
会
の
性
格
に
つ
い
て
も
、
人
に
よ
っ

て
受
け
取
り
方
は
さ
ま
、
ざ
ま
で
あ
っ
た
。
し
か
し
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て

積
極
的
に
グ
ル
ー
プ
を
導
い
た
、
有
島
の
日
記
の
中
の
記
述
は
、
研
究
会

の
性
格
に
つ
い
て
の
最
も
基
礎
的
な
史
料
で
あ
り
、
有
島
日
記
を
そ
の
他

の
メ
ン
バ
ー
の
回
想
な
ど
に
よ
っ
て
補
っ
て
見
る
と
、
研
究
会
の
輪
郭
が

か
な
り
明
ら
か
に
な
っ
て
来
る
。
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こ
の
日
記
に
記
録
さ
れ
て
い
る
、
一
九

O
八
年
(
明
治
四
一
〉
一
月
二

十
三
日
か
ら
同
年
十
月
十
五
日
ま
で
の
研
究
会
で
、
有
島
が
語
っ
た
論
題

は
、
河
口
田
丘
町
w
門
、

3
H
q
H
p
r
』い
S
F
，
E
M可
自
宮
町
一
g
s
o『
日
自
己
ωご国ゲ
2

4
〈

r
g
阿
君

S
E
C
-
ω
・〉
-
w
a
H，
Z
H
m
E巳
Dロ
え
の
}
凶
ユ
由
民
mgr可何回口《
roa

n山
曲
目
安
o
r
Z
5
・
mm出
m
B
8・
白
岡
町
む
き
s
t
L「
詰
同
町
、
句
ミ
hah民S
D
¥

同
rHO司、
hF
な
ど
。
巴
可
祖
国
、
匂
巴

R
b
N
r
s
s
H
h出
句
口
三
白
白
河
町
¥
口
、
き
・

匂巴広島
N
r
F
N
N
E
D
Nど
に

g
w
g
h同
同
車
内
向
、
昔
日
町
民
口
昌
一
と
ご
遣
も
取
り
上
げ

ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
有
島
の
他
に
は
、
一
蛎
崎
知
二
郎
や
逢
坂
信
志
、
橘

礼
二
(
の
ち
栃
内
と
改
姓
)
ら
の
「
社
会
主
義
と
基
督
教
の
関
係
」
、

抗

0
3
-
E
忠
良
一

5
8ニ
ロ
回
目
匂
白

pi---円
Z

S
号
e
E
8
8
H
Z
E
g
s

o
h
g
n一色町
B
S
L
g
h
D立
て
な
ど
。
他
の
メ
ン
バ
ー
の
回
想
類
に
よ
れ

ば
、
そ
の
他
、
例
え
ば
『
ハ
ン
ド
ブ
y

ク
・
オ
ブ
・
ソ
ー
シ
ャ
リ
ズ
ム
』

(
者
・
ロ
.
H
V
.
E
g
u
h
同
日
昌
弘
吉
D
F
D
¥
守
之
と
な
F
Z
U印
・
で

あ
ろ
う
)
、
暗
5
E
U
F
c
h
匂
D
n
E
2
5
メ
ロ
田
島
町
BW
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
の

『
相
互
扶
助
諮
問
』
、
『
青
年
に
訴
ふ
』
等
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
有
島
が
ロ
ン

ド
ン
で
訪
れ
た
、
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
や
フ
エ
ビ
ア
ン
協
会
に
つ
い
て
も
語
ら

れ
、
大
石
泰
蔵
が
ア
プ
ト
ン
・
シ
ン
ク
レ
ア
に
つ
い
て
論
じ
た
。
こ
れ
ら

社
会
主
義
文
献
の
多
く
は
、
有
島
が
、
ア
メ
リ
カ
留
学
中
に
入
手
し
て
持

ち
帰
っ
た
も
の
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

63う

研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
な
い
し
は
、
こ
の
会
に
出
入
り
し
た
人
々
に
つ
い

て
も
、
同
様
の
史
料
に
よ
っ
て
見
当
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

*
 
有
島
の
ほ
か
1

予
科
ド
イ
ツ
語
講
師
の
吹
田
順
助
。
当
時
札
幌
に
い
た
*
 

卒
業
生
で
、
一
八
九

0
年
代
後
半
の
農
学
校
社
会
派
の
仲
間
だ
っ
た
蛎
崎

*
 

知
二
郎
と
足
助
素
一
、
有
烏
の
友
人
の
鉄
道
技
師
原
久
米
太
郎
、
外
科
医

佐
山
英
男
。
学
生
と
し
て
は
、
一
九

O
O年
(
明
治
一
一
一
一
二
〉
予
科
入
学

*
 

で
、
病
気
の
た
め
卒
業
が
遅
れ
て
い
た
逢
坂
信
恋
を
筆
頭
に
、
一
九

O
四

年
(
明
治
三
七
)
入
学
の
が
光
信
三
、
橘
礼
次
、
伊
木
限
三
、
丹
羽
七

郎
。
一
九

O
五
年
入
学
の
竹
田
義
治
、
回
中
清
作
。
一
九

O
六
年
入
学
、

*

*

 

大
石
泰
蔵
、
大
内
武
次
、
清
水
清
太
郎
、
前
田
謙
吉
。
一
九

O
七
年
入

学
、
原
因
三
夫
、
松
尾
修
一
、
中
国
公
直
、
丹
羽
入
郎
(
*
は
札
幌
独
立

基
督
教
会
合
貝
。
『
札
幌
独
立
基
督
教
会
会
員
籍
(
名
簿
)
写
し
』
に
よ

る
。
)
こ
れ
ら
の
名
と
、
逢
坂
信
奉
の
卒
業
を
記
念
し
て
撮
っ
た
研
究
会
に

集
っ
た
人
々
の
写
真
(
『
写
真
集
北
大
百
年
』
に
所
収
〉
に
う
つ
っ
て

い
る
二
四
人
の
顔
ぶ
れ
と
は
か
な
り
重
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
の
動
き
は
、
全
国
的
な
社
会
主
義
運
動
の
中
心
の
東
京

と
直
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
。
有
島
が
い
わ
ゆ
る
議
会
政
策
派
の
西
川
光

二
郎
が
送
っ
た
社
会
主
義
新
聞
を
講
読
す
ベ
く
何
種
類
か
読
み
く
ら
べ

(
日
記
、
一
九

O
八
年
二
月
二
十
七
日
の
項
)
、
西
川
対
片
山
潜
と
い
う
社

会
主
義
の
指
導
者
の
聞
の
分
派
対
立
に
切
実
な
関
心
を
一
示
し
(
同
前
、
三

月
二
十
九
日
)
、
西
川
の
著
書
『
改
革
者
の
心
情
』
を
読
ん
で
そ
の
独
自
の

個
性
を
讃
め
(
同
前
、
四
月
十
二
日
〉
れ
ば
、
学
生
の
大
石
車
検
蔵
は
、
い

わ
ゆ
る
直
接
行
動
派
の
訴
え
に
よ
っ
て
社
会
主
義
的
な
青
年
の
心
を
と
ら
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え
て
い
た
幸
徳
秋
水
が
訳
し
て
秘
密
出
版
さ
れ
た
、
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
の

『
麺
麹
の
略
取
』
を
入
手
し
、
教
師
の
吹
田
順
助
に
売
り
(
吹
田
『
旅

人
の
夜
の
歌
』
一
九
五
九
年
、
八
二
ペ
ー
ジ
)
吹
田
は
こ
れ
を
有
島
に
借

す
、
と
い
っ
た
具
合
で
あ
っ
た
(
柳
田
泉
ほ
か
編
『
座
談
会
大
正
文
学

史
』
一
九
六
五
年
、
中
の
吹
田
の
発
言
、
一
一

0
ペ
ー
ジ
)
。

有
島
を
始
め
、
グ
ル
ー
プ
の
人
々
の
活
動
は
、
農
科
大
学
の
学
生
内
に

次
第
に
拡
が
っ
て
い
っ
た
。
有
島
が
学
生
と
一
し
ょ
に
な
っ
て
『
文
武
会

会
報
』
の
編
集
に
打
ち
こ
み
、
毎
日
す
の
よ
う
に
執
筆
し
て
い
た
こ
と
も
あ

づ
か
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
、
同
誌
の
誌
上
に
は
明
ら
か
に
彼
の
影
響
の
も

と
に
書
か
れ
た
と
お
ぼ
し
き
論
文
が
登
場
し
、
そ
の
他
同
時
代
批
判
の
文

章
が
数
を
増
す
。
「
大
二
蝶
人
」
の
「
露
国
に
於
け
る
旧
式
組
合
『
ア

ル
テ
l
ル
』
」
(
五
六
号
、
一
九

O
九
年
三
月
)
、
「
大
二
巣
守
」
の
「
ク

ロ
ポ
ト
キ
γ
の
相
互
扶
助
」
(
五
七
号
、
一
九

O
九
年
六
月
)
、
ア
プ
ト

ン
・
シ
ク
レ
ア
と
そ
の
影
響
を
論
じ
る
「
予
三
た
い
生
(
|
大
石
泰
蔵

か
こ
の
「
乱
調
」
(
同
前
)
、
「
大
コ
一
蝶
人
」
の
「
ク
戸
ポ
ト
キ
ン
主
義

の
経
済
的
前
提
」
、
「
大
二
舎
利
生
」
の
「
露
西
亜
農
民
の
窮
状
」
(
六

二
号
、
一
九
一
一
年
)
と
い
っ
た
論
文
は
、
有
島
に
近
い
学
生
た
ち
の
手

に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
の
他
、
一
・
二
期
が
農
学
校
の
黄
金

北大百年の諸問題

時
代
だ
っ
た
と
し
て
、
農
科
大
学
の
安
逸
と
現
状
維
持
を
批
判
す
る
、

「大

北
斗
生
」
の
「
時
事
我
観
」
、
「
大

議
斯
」
の
「
冷
視
録
」

(
五
八
号
)
、
「
予
一

慧
羊
」
の
「
吹
雪
集
」

一
九
一

O
年

(
五
九
号
、

s
I生
」
の
「
英
国
に
於
け
る
小
農
増
殖
制
度
」
、
「
大

沈
流
」
の
「
農
民
政
策
」
、
「
社
会
主
義
必
ず
不
善
」
か
?
と
聞
い

「
規
則
の
首
械
か
ら
脱
し
た
い
」
と
訴
え
る
「
予
一
し
づ
え
」
の
「
伯

父
へ
」
な
ど
も
、
い
ず
れ
も
社
会
批
判
の
立
場
を
は
っ
き
り
示
し
て
い

た
。
予
科
生
の
一
人
原
田
三
夫
は
、
有
島
を
中
心
と
す
る
こ
の
研
究
会
に

集
っ
た
「
社
会
主
義
者
」
に
ふ
れ
て
、
「
そ
の
一
人
の
本
科
三
年
の
逢
坂

信
惹
は
過
激
な
急
進
派
で
、
私
が
入
学
し
た
ば
か
り
の
と
き
、
(
恵
迫
寮

の
|
)
食
堂
で
毎
月
聞
か
れ
る
茶
話
会
で
、
修
養
の
た
め
に
教
育
勅
語
が

〔
マ
マ
〕

一
番
ょ
い
と
訓
し
た
、
混
健
な
学
生
監
の
橋
本
左
五
郎
教
授
と
激
論
を
戦

わ
せ
た
」
(
原
因
『
思
い
出
の
七
十
年
』
一
九
六
六
年
、
七

0
ペ
ー
ジ
〉

と
回
想
し
て
お
り
、
逢
坂
自
身
は
、
「
そ
の
(
|
文
武
会
の
)
公
開
演
説

会
で
、
ぽ
く
な
ぞ
(
|
社
会
主
義
を
)
大
び
ら
で
発
表
し
た
よ
」
(
『
朝
日

新
聞
』
北
海
道
版
一
九
七
六
年
四
月
二
十
一
日
〉
と
語
っ
て
い
る
。

有
島
を
中
心
と
す
る
学
生
の
グ
ル
ー
プ
は
、
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、

幾
つ
か
の
細
い
系
で
、
全
国
的
な
社
会
主
義
運
動
の
中
心
に
つ
な
が
っ
て

い
た
。
し
か
し
、
そ
の
反
面
、
農
科
大
学
内
の
彼
ら
の
動
き
は
、
学
外
の

札
幌
・
北
海
道
の
社
会
主
義
や
社
会
運
動
と
は
ほ
と
ん
ど
没
交
渉
で
あ

り
、
地
域
社
会
の
具
体
的
な
問
題
へ
の
関
心
は
薄
い
。
そ
の
よ
う
な
彼
ら

が
、
地
域
社
会
の
具
体
的
な
社
会
問
題
に
ふ
れ
る
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
通
路

=
一
月
)
、
「
大
二

は
、
彼
ら
の
先
輩
た
ち
に
と
っ
て
と
同
じ
よ
う
に
遠
友
夜
学
校
で
あ
っ

た
。
有
島
自
身
、

一
九

O
九
年
(
明
治
四
二
)
一
月
に
は
、
同
校
運
営
の
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実
質
上
の
責
任
者
で
あ
る
「
代
表
」
と
な
り
、
学
生
た
ち
も
教
師
と
し
て

献
身
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
遠
友
夜
学
校
の
生
徒
に
対
し
て
、
自
分
の
奉

じ
る
信
念
を
訴
え
る
も
の
も
出
て
来
た
よ
う
で
、
有
島
は
、
生
徒
の
グ

ル
ー
プ
「
リ
ン
コ
ル
ン
会
」
で
の
逢
坂
の
演
説
を
聞
い
た
夜
、
斗
Fm門司

君
自
白
同
一

H
a
m
B
O
E
r
m
w
ω
m宮
内
口

F
E
0
4司
ニ
一
仏
広
三
口
宮
町

r
E自
由
民
自
由

mcc仏
ω
m
H
g
g円
毛

}Mmw門
戸
]
河
内
口
百
円
己
百
円

ω-50円
凹

O己
主
抗
円

UBUmwm白
ロ
ハ
同
町
ぺ
・

(
一
九

O
八
年
九
月
二
日
付
日
記
)
と
記
し
て
い
る
。
逢
坂
が
、
東
北
帝

国
大
学
農
科
大
学
最
初
の
卒
業
生
と
し
て
卒
業
す
る
に
際
し
、
卒
業
論
文

の
テ
I
マ
と
し
て
選
ん
だ
の
は
、
「
札
幌
ニ
於
ケ
ル
労
働
問
題
」
。
後
年
、

卒
業
に
先
立
っ
て
、
英
国
の
ユ
ニ
バ

l
シ
テ
ィ
・
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
に
感
銘

を
受
け
て
、
日
本
の
ア
l
ノ
ル
ド
・
ト
イ
ン
ビ
l
た
ら
ん
こ
と
を
士
山
し
、

卒
業
に
当
た
っ
て
は
、
「
業
を
卒
ゆ
る
や
否
や
、
直
ち
に
日
本
の
社
会
運

動
に
参
加
せ
ん
事
を
熱
望
:
:
:
、
熱
求
:
:
:
」
(
逢
坂
、
前
掲
、
二

O
六

ベ
l
ジ
)
し
た
と
告
白
し
て
い
る
。

五
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し
か
し
、
札
幌
農
学
校
|
農
科
大
学
に
お
け
る
社
会
問
題
・
社
会
主
義

ハ
の
関
心
の
こ
の
第
二
の
高
ま
り
は
、
一
八
九

0
年
代
後
半
を
通
じ
る
第

一
の
そ
れ
に
比
し
て
、
思
想
や
理
論
を
理
解
す
る
面
で
は
は
る
か
に
進
ん

だ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
よ
り
短
命
に
終
わ
っ
た
。
有
島
が
情
熱
を
傾
け
て

社
会
主
義
の
研
究
会
を
始
め
た
一
九

O
八
年
(
明
治
四
一
〉
の
秋
に
は
、

早
く
も
、
次
の
よ
う
な
憤
り
の
こ
と
ば
が
書
き
つ
づ
ら
れ
る
。

メ
『
円

2

2
日

VU叩
『

ω
〈

U
P
S
H
V
H
o
h・
叫
〆
-
s
o
E
(
l
高
岡
熊
維
か
)
-

H
r
σ
8
5
0
ハ

H20巳
E
S
S
R
r
問。話
5
5
2
z
-
S
E
E
M
S
-
p
m
r
'

z
z
z沼
田

O
B
m
片
山
口
門
目
。
『
巳
ロ
仏
可
・
ロ

q
H
B
-
N巾
H
F
O
B
m
-
m℃区汁

O岡

山
口
〈
窃
己
同
町
江
戸

O口・

0
ロ
の
め
切
門
戸
口

o
n己

-aCM『O丘
公
k
g
o
E
若
宮
自

門
】
。
毛
色
町
口
百
戸
内
口
ぺ
・

同
盟
ロ
ロ
巾
H
J

巳
可
〈
〈
岡
田
}
戸
円
日
同
三
い
』
白
-u
・

君
。
ロ

E
E
C円
四

2
8
5叩
弓
勺
巾
白
血

HF一
田
町

H
O
B
E間
r
g
z
ι
包

匂

叩

?

己
ロ

2.

自
由
・
(
十
月
七
日
付
日
記
)

多
く
の
学
生
の
心
を
と
ら
え
て
い
た
有
島
に
か
わ
っ
て
、

の
国
家
主
義
者
」
溝
淵
進
馬
が
、
予
科
の
倫
理
講
話
を
担
当
す
る
に
い
た

っ
た
の
も
、
こ
の
前
後
ら
し
く
、
原
因
三
夫
は
、
溝
淵
は
「
札
幌
農
大
が

「
カ
チ
カ
チ

自
由
主
義
で
赤
化
し
た
も
の
も
少
な
く
な
い
と
い
う
う
わ
さ
を
聞
い
た
文

部
省
が
、
そ
の
風
潮
を
矯
正
す
る
た
め
に
、
先
生
を
派
遣
し
た
の
で
あ

る
」
(
原
田
、
前
掲
、
七
一
ペ
ー
ジ
〉
と
回
想
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

見
方
が
ど
こ
ま
で
正
し
か
っ
た
か
は
一
と
ま
ず
お
く
と
し
て
、
少
く
と
も

学
生
た
ち
が
有
島
や
溝
測
の
動
き
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
な
見
方
を
し
て

い
た
と
い
う
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
よ
う
。

一
九
一

O
年
(
明
治
四
一
二
)
に
入
っ
て
、
社
会
主
義
研
究
会
と
併
行
し

て
行
っ
て
い
た
ら
し
い
「
土
濯
会
」
に
つ
い
て
、
有
島
が
「
一
先
散
開
と
申

事
に
相
成
申
候
。
大
石

(
i泰
蔵
か
〉
君
等
よ
り
夫
々
御
通
知
有
之
候
ひ
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し
答
。
結
局
小
生
の
不
肖
か
く
の
始
末
に
到
ら
し
め
し
も
の
汗
顔
の
至
に

不
堪
、
偏
に
兄
等
の
許
恕
を
請
ふ
の
外
無
之
侯
」
(
五
月
二
十
四
日
、
前

回
謙
吉
あ
て
)
と
い
う
通
知
を
す
る
に
い
た
っ
た
の
も
、
事
態
の
こ
の
よ

う
な
推
移
と
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
同
僚
お
よ
び
学
生
と

し
て
、
有
島
と
近
い
と
こ
ろ
に
い
た
人
々
は
い
ず
れ
も
、
い
わ
ゆ
る
大
逆

事
件
の
社
会
主
義
弾
圧
が
行
わ
れ
、
北
海
道
で
は
そ
れ
に
続
く
時
期
に
皇

太
子
の
行
啓
が
あ
っ
た
こ
の
年
、
北
海
道
庁
が
、
有
島
を
危
険
人
物
視

し
、
農
科
大
学
当
局
に
注
意
を
し
て
来
た
旨
記
し
て
お
り
(
吹
田
、
前

掲
、
八
一
ペ
ー
ジ
)
、
学
生
に
つ
い
て
も
、
道
内
の
旅
行
先
ま
で
警
官
の
尾

北大百年の諸問題

行
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
今
日
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
(
大
石
泰
蔵
の
監
視

を
担
当
し
て
、
北
見
の
近
藤
直
作
農
場
に
出
入
し
て
い
た
警
官
が
後
年
打

ち
あ
け
た
と
こ
ろ
に
よ
る
。
近
藤
治
義
著
・
刊
『
近
藤
直
作
』
一
九
七

年
、
五
二
1
1
五
三
ペ
ー
ジ
、
ち
な
み
に
近
藤
治
義
は
直
作
の
息
、

五
年
(
大
正
一
四
〉
、
北
海
道
帝
国
大
学
農
学
部
卒
、
本
室
田
所
収
「
大
正
期

の
北
海
道
帝
国
大
学
と
キ
リ
ス
ト
教
」
で
ふ
れ
ら
れ
る
)
。
こ
の
こ
ろ
の
有

島
の
書
簡
は
、
農
科
大
学
教
授
聞
の
萎
縮
し
た
雰
囲
気
と
、
社
会
派
学
生

の
就
職
の
困
難
を
報
じ
て
い
る
。
「
逢
坂
(
|
信
志
〉
君
:
:
:
就
職
の
事

〔
マ
マ
〕

実
に
気
の
毒
な
れ
ど
も
小
生
は
:
:
:
可
然
処
は
漁
り
尽
し
、
宮
部
先
生
高

九

岡
先
生
の
如
き
は
御
存
知
通
社
会
主
義
に
恐
れ
を
為
し
て
と
り
あ
は
ぬ
体

た
ら
く
、
大
に
ゆ
き
な
や
み
居
申
候
」

(
八
月
一
一
一
日
付
、
前
田
謙
吉
宛
〉
0

〔
有
島
は
、
こ
の
=
一
年
後
に
も
な
お
、
郷
里
に
帰
っ
て
農
学
校
長
を
つ
と

[
マ
マ
〕
〔
マ
マ
〕

め
て
い
る
、
札
幌
農
学
校
以
来
の
親
友
末
光
績
に
宛
て
て
、
「
逢
阪
信
吾

君
二
三
年
に
亙
り
て
職
を
求
め
つ
つ
あ
り
、
兄
の
学
校
に
於
て
は
尚
教
員

を
要
す
る
こ
と
な
き
か
、
君
は
社
会
主
義
者
な
れ
ど
も
、
立
つ
べ
き
時
の

来
る
ま
で
は
謹
ん
で
其
口
を
つ
ぐ
む
べ
き
こ
と
を
云
へ
り
O
i
-
-
・
」
(
一

九
二
二
年
一
月
七
日
、
末
光
績
宛
〉
と
書
き
送
っ
て
い
る
。
〕

翌
一
九
一
一
年
(
明
治
四
四
〉
に
入
っ
て
、
有
島
た
ち
を
取
り
巻
く
事

情
は
さ
ら
に
悪
化
し
た
ら
し
く
、
有
島
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
基
づ
い
て

作
ら
れ
た
年
譜
に
よ
れ
ば
、
こ
の
年
「
危
険
人
物
と
し
て
北
海
道
庁
の
監

視
を
受
け
た
」
(
『
新
潮
』
一
九
一
八
年
三
月
)
と
い
う
。
こ
う
し
て
農

科
大
学
の
制
度
や
学
生
の
態
度
に
対
す
る
有
島
の
不
満
は
、
次
第
に
つ
の

っ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
も
札
幌
農
学
校
以
来
の
親
友
木
村
徳
蔵

宛。

門
マ
マ
〕

結
局
今
の
教
育
界
は
兄
が
理
想
し
つ
つ
あ
る
が
如
き
教
育
家
の
存

〔
マ
マ
〕

在
を
必
要
と
せ
、
ざ
る
に
似
た
り
と
存
申
候
。
生
の
如
き
も
英
文
学
に

何
等
他
に
誇
る
べ
き
造
詣
あ
る
に
あ
ら
ず
唯
学
生
相
手
と
相
交
る
を

得
て
何
等
か
の
貢
献
を
な
し
得
ん
こ
と
を
庶
幾
し
つ
つ
あ
り
と
錐

も
、
官
立
教
育
機
関
の
組
織
は
か
か
る
余
裕
を
教
員
に
は
与
え
申
さ

ず
候
。
学
生
も
可
成
正
確
な
る
専
門
知
識
を
要
求
す
る
の
外
教
師
に

対
し
て
求
む
る
所
は
落
第
せ
ざ
る
点
数
位
の
も
の
に
御
座
候
。
生
は

自
ら
専
門
家
た
り
得
ざ
る
自
個
の
資
質
を
笑
ひ
つ
つ
あ
る
次
第
に
御

座
候
。



到
底
自
己
理
想
の
教
育
を
為
さ
ん
と
欲
せ
ば
現
代
に
あ
っ
て
は
自

ら
塾
な
り
学
校
な
り
を
開
く
の
外
な
き
事
と
在
申
侯
。
然
ら
ざ
れ
ば

不
平
満
腔
遂
に
そ
を
披
濯
し
尽
す
の
時
は
な
か
る
べ
く
存
申
候
。
若

事
情
の
己
む
を
得
、
ざ
る
も
の
あ
っ
て
現
在
の
教
育
機
関
に
籍
を
置
か

ん
と
な
ら
ば
身
の
察
タ
を
以
て
孜
々
の
侵
す
所
と
な
ら
ざ
ら
ん
様
消

極
的
の
手
段
を
講
ず
る
の
外
な
き
事
と
存
申
候
(
十
一
月
二
十
九
日

付)。

札幌農学校と明治社会主義

こ
こ
に
う
か
が
わ
れ
る
の
は
、
念
願
か
な
っ
て
帝
国
大
学
に
昇
格
し
た

母
校
に
専
門
化
が
進
み
、
自
己
の
理
想
を
抱
い
て
学
生
と
親
し
く
交
わ
り

つ
つ
彼
ら
を
教
育
し
よ
う
と
す
る
、
ア
マ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
の
成
り
立
つ
場

が
次
第
に
喪
わ
れ
て
ゆ
く
事
態
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
有
島
の
心
中
に

は
、
大
学
の
「
孜
々
」
|
|
オ
ブ
ス
キ
ュ
ラ
ン
テ
イ
ズ
ム
ー
ー
へ
の
憤
り

が
欝
積
し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
年
の
『
文
式
会
会
報
』

六
三
号
の
編
集
後
記
は
、
「
僕
等
は
、
諸
君
が
思
想
の
自
由
|
|
学
生
と

し
て
の
ー
ー
を
有
し
て
居
ら
る
る
事
を
、
知
っ
て
居
り
ま
す
。
あ
L
思
想

の
自
由
。
之
れ
は
、
自
己
の
感
想
を
何
等
の
制
肘
な
し
に
、
公
言
し
得

る
、
最
大
の
特
権
で
は
あ
り
ま
す
ま
い
か
」
と
い
う
や
や
思
い
つ
め
た
ふ

う
の
こ
と
ば
で
結
ぼ
れ
て
い
た
。

そ
う
し
て
一
九
一
一
一
一
年
(
大
正
二
〉
、
有
島
よ
り
弟
生
馬
宛
。

A
7
の
学
校
の
教
育
な
る
も
の
は
益
い
や
に
相
成
申
候
。
中
庸
と
申

639 

し
候
事
を

l
l中
庸
が
極
動
と
云
ふ
熔
炉
を
通
過
せ
ず
し
て
成
就
し

得
ら
る
t
A

容
易
な
る
も
の
と
で
も
思
へ
る
ら
し
く
1

1
第
一
と
心
懸

け
兎
角
天
下
に
事
な
か
れ
か
し
と
夫
れ
の
み
を
専
念
致
居
候
有
様
は

寧
ろ
燐
れ
む
べ
く
候
。
学
生
全
体
の
謀
叛
が
起
ら
ざ
る
が
不
思
議
な

位
の
も
の
に
侯
(
二
月
二
十
五
日
付
〉
。

有
島
は
こ
の
よ
う
に
、
大
学
の
制
度
の
枠
内
で
の
教
育
に
失
望
を
深
め

な
が
ら
、
な
お
、
そ
の
枠
を
越
え
た
、
学
生
と
の
自
発
的
な
学
習
の
場
に

期
待
を
か
け
た
ら
し
い
。
一
九
一
四
年
ハ
大
正
一
二
)
二
月
二
日
付
の
書
簡

に
は
、
「
三
十
一
日
の
晩
い
よ

7
¥読
書
会
を
開
い
た
。
人
数
の
制
限
し

て
来
会
す
る
者
九
人
、
議
論
は
可
な
り
出
た
が
要
す
る
に
幼
稚
な
も
の

だ
。
然
し
何
等
か
寄
与
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
信
じ
て
ゐ
る
」

(
足
助
素

一
宛
)
と
告
げ
ら
れ
て
い
る
。

「
い
よ
/
¥
」
開
か
れ
た
読
書
会
が
、
か

っ
て
と
は
異
な
り
、
人
数
を
制
限
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
所
に
、
有
島

を
取
り
巻
く
環
境
や
、
有
島
の
考
え
方
の
変
化
を
見
出
す
こ
と
は
出
来
な

い
だ
ろ
う
か
。
「
読
書
会
」
が
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
か
は
わ
か
ら
な

い
が
、
こ
の
新
し
い
企
て
も
実
を
結
ぶ
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
こ
の
年
有
島
の
身
辺
は
に
わ
か
に
多
事
と
な
り
、
十
一
月
に

は
札
幌
を
離
れ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

有
島
は
、
一
九
一
五
年
(
大
正
四
)
、
農
科
大
学
に
辞
表
を
提
出
し
た
が

休
職
扱
い
と
な
り
、
そ
の
後
任
と
し
て
翌
一
九
二
ハ
年
(
大
正
五
〉
に

は
、
農
学
校
在
学
中
有
島
の
社
会
主
義
研
究
会
に
出
て
い
た
末
光
信
三

が
、
予
科
の
教
師
と
し
て
母
校
に
帰
っ
た
。
農
科
大
学
に
は
、
有
島
よ
り
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早
く
か
ら
親
友
森
本
厚
士
口
が
お
り
、
末
光
も
有
島
の
よ
う
に
学
生
を
愛

し
、
熱
心
に
導
い
た
(
末
光
信
三
は
、
一
九
二

0
年
同
志
社
予
科
教
授
に

転
じ
て
、
北
大
を
去
っ
た
〉
が
、
有
島
を
中
心
と
す
る
教
師
・
卒
業
生
・

学
生
の
集
団
を
中
心
と
し
て
形
成
さ
れ
た
よ
う
な
、
同
時
代
の
社
会
や
思

想
へ
の
生
き
生
き
し
た
関
心
は
、
農
科
大
学
か
ら
姿
を
消
す
に
い
た
っ

た。
一
八
九

0
年
代
中
頃
、
明
治
二
八
・
九
年
頃
か
ら
、
消
長
は
あ
っ
た
が

と
だ
え
る
こ
と
な
く
続
い
て
来
た
農
学
校
・
農
科
大
学
の
中
の
、
社
会
問

北大百年の諸問題

題
・
社
会
主
義
へ
の
関
心
が
、
明
治
末
一
九
一

0
年
代
に
入
っ
て
跡
を
断

つ
に
い
た
っ
た
に
つ
い
て
は
、
農
学
校
・
農
科
大
学
の
社
会
派
学
生
た
ち

が
札
幌
農
学
校
進
学
を
選
択
し
た
動
機
、
卒
業
後
の
針
路
や
そ
の
選
択
の

動
機
や
意
識
、
と
い
っ
た
社
会
学
的
な
特
性
が
あ
、
ず
か
っ
て
い
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
学
生
の
数
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
く
、
右
の
よ
う

な
事
情
を
知
り
う
る
史
料
も
限
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
今
日
見
る
こ
と
の

出
来
る
史
料
か
ら
、
彼
ら
の
間
に
、
次
の
よ
う
な
傾
向
が
か
な
り
共
通
し

て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

ま
ず
、
こ
う
し
た
社
会
派
学
生
の
多
く
は
、
北
海
道
外
の
出
身
者
で
あ

り
、
内
村
鑑
三
や
志
賀
重
昂
の
著
作
や
、
教
師
・
先
輩
た
ち
|
|
特
に
札

幌
農
学
校
出
身
の
|
|
の
こ
と
ば
を
通
し
て
、
他
の
世
俗
化
し
た
大
学
・

専
門
学
校
と
は
、
な
お
歴
史
的
背
景
と
性
格
を
異
に
す
る
札
幌
農
学
校
に

憧
が
れ
、
「
内
地
」
の
都
市
の
「
文
明
」
か
ら
、
北
海
道
の
「
自
然
」
に

逃
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
た
。
彼
ら
に
は
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
理
想
主

義
が
共
通
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ロ
マ
ン
テ
ィ

y

ク
な
理
想
主
義
は
、
そ
の
反
面
に
お
い
て
、
観
念
的
で
あ

り
心
情
的
で
る
っ
た
。
社
会
問
題
に
開
眼
し
、
社
会
主
義
に
関
心
を
抱
く

よ
う
に
な
っ
て
も
、
北
海
道
や
札
幌
と
い
う
地
域
の
身
近
で
具
体
的
な
問

題
に
眼
を
向
け
る
こ
と
は
、
社
会
派
学
生
の
間
に
伝
統
に
近
く
な
っ
て
い

た
遠
友
夜
学
校
で
の
働
き
を
別
と
す
れ
ば
、
ま
れ
で
あ
り
、
農
学
校
・
農

科
大
学
外
の
、
札
幌
市
民
の
中
の
社
会
問
題
や
社
会
主
義
者
と
の
交
渉
は

乏
し
く
、
当
時
拾
頭
し
つ
つ
あ
っ
た
炭
鉱
労
働
者
の
運
動
な
ど
は
、
彼
ら

の
視
野
に
入
ら
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
学
生
た
ち
は
、
卒
業
と
と
も
に
、
ま
た
中
に
は
そ
れ
を
ま

た
ず
中
退
H
H
転
学
と
い
う
コ

l
ス
を
と
っ
て
、
札
幌
を
去
っ
た
。
彼
ら
は

本
州
の
都
市
や
郷
里
に
職
|
|
特
に
教
師
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
な
ど
知
的

職
業
ー
ー
を
求
め
、
あ
る
い
は
、
農
学
校
・
農
科
大
学
よ
り
も
将
来
に
広

い
可
能
性
を
約
束
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
他
の
学
校
に
移
っ
て
、
さ
ら

に
学
業
を
続
け
た
。
教
師
と
し
て
母
校
に
帰
っ
た
有
島
武
郎
・
森
本
厚

吉
・
末
光
信
三
・
鈴
木
限
三
と
い
っ
た
人
々
は
い
る
け
れ
ど
も
、
空
知
農

業
学
校
の
校
長
、
空
知
農
会
の
指
導
者
と
し
て
農
業
教
育
と
農
民
の
指
導

に
情
熱
を
注
ぎ
、
道
庁
と
争
っ
て
職
を
去
っ
た
蛎
崎
知
二
郎
の
よ
う
な
歩

み
(
「
農
業
学
校
を
拠
点
と
し
て
|
蛎
崎
知
二
郎
」
北
海
道
総
務
部
行
政
資

料
課
編
『
開
拓
の
群
像
』
上
、
一
九
六
九
年
、
一
一
一
一
一
一
|
一
一
一
一
入
ベ

i
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ジ
。
な
お
、
岩
見
沢
農
業
高
等
学
校
五
十
周
年
記
今
臼
事
業
協
賛
会
年
史
編

纂
部
会
編
『
開
校
五
十
年
史
』
一
九
五
九
年
、
一
四
九
l
一
五
一
、
ご
七

八
!
二
七
九
、
三
一
八
|
一
二
二

0
ペ
ー
ジ
、
参
照
)
を
し
た
人
は
稀
で
あ
っ

た
。
社
会
派
学
生
が
、
こ
の
よ
う
な
意
識
を
も
っ
て
、
札
幌
農
学
校
に
入

っ
て
来
、
卒
業
し
て
ゆ
く
と
い
う
事
情
の
も
と
で
、
彼
ら
の
ま
と
ま
り
を

維
持
す
る
に
与
っ
て
力
あ
っ
た
の
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
彼
ら
を
特
徴
づ

け
る
、
教
師
1
1
上
級
生
下
級
生
を
包
み
こ
む
濃
密
な
友
情
と
、
そ
れ
に

支
え
ら
れ
て
、
卒
業
後
ま
で
続
く
、
年
長
か
ら
年
下
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
代
の
精
神
的
雰
囲
気
や
全
国
的
な
社
会
運
動

が
外
か
ら
働
き
か
け
て
い
た
こ
と
も
、
す
で
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
。

社
会
問
題
や
社
会
主
義
に
関
心
を
寄
せ
る
学
生
の
グ
ル
ー
プ
の
、
社
会

学
的
構
造
が
こ
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
一
九
一

0
年
代
に
入

っ
て
か
ら
の
、
農
科
大
学
学
内
お
よ
び
学
外
の
事
情
は
、
彼
ら
に
と
っ
て

極
め
て
不
利
な
も
の
で
あ
っ
た
。
学
外
で
の
実
践
に
出
ょ
う
と
い
う
気
分

が
薄
い
、
教
師
と
学
生
の
問
だ
け
の
、
青
年
ら
し
い
談
論
風
発
の
交
わ
り

も
禁
止
さ
れ
る
よ
う
な
事
態
の
も
と
で
は
、
制
度
的
に
定
め
ら
れ
た
教
育

の
枠
を
こ
え
る
、
告
の
る
い
は
そ
れ
を
批
判
も
す
る
よ
う
な
思
想
的
な
関
心

を
、
教
師
か
ら
学
生
へ
、
上
級
生
か
ら
下
級
生
へ
と
伝
え
て
ゆ
く
こ
と

は
、
困
難
で
あ
っ
た
。

「
大
逆
事
件
」
後
の
全
国
に
わ
た
る
社
会
主
義
取
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締
り
の
状
況
の
も
と
で
は
、
学
外
か
ら
の
思
想
的
な
刺
戟
に
よ
っ
て
学
内

の
精
神
的
雰
囲
気
が
変
る
こ
と
も
期
待
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て

札
幌
農
科
大
学
か
ら
、
社
会
問
題
・
社
会
主
義
へ
の
関
心
は
姿
を
消

L

た
。
一
九
二

0
年
代
に
入
っ
て
、
北
海
道
帝
国
大
学
の
学
生
の
内
に
姿
を

現
わ
し
、
活
発
に
活
動
し
始
め
た
社
会
派
の
新
し
い
世
代
の
人
々
は
、
明

治
の
世
代
と
は
、
人
的
な
系
譜
で
は
全
く
つ
な
が
っ
て
い
な
か
っ
た
し
、

彼
ら
か
ら
思
想
や
経
験
の
蓄
積
を
う
け
つ
ぐ
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
あ

る。

本
稿
作
成
に
つ
い
て
は
末
光
力
作
(
末
光
信
三
令
息
)
、
堅
田
精

司
、
佐
藤
忠
雄
の
諸
氏
に
、
史
料
の
提
供
を
い
た
だ
い
た
ほ
か
種
々

の
御
教
一
示
を
う
け
た
。
ま
た
新
渡
戸
稲
造
研
究
、
有
島
武
郎
研
究
を

始
め
、
こ
れ
ま
で
の
多
く
の
研
究
に
負
う
所
大
き
い
が
、
引
用
史
料

を
記
し
た
ほ
か
は
、
研
究
文
献
を
注
記
す
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。

あ
わ
せ
て
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
。(
北
海
道
大
学
法
学
部
教
授
〉
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